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一
般
会
計
、６
特
別
会
計
、

３
企
業
会
計
の
６
年
度
当
初

予
算
の
総
額
は
２
８
９
９
億

２
１
７
３
万
円
（
前
年
度
比

１
・
３
％
増
）
で
す
。

◆
一
般
会
計

総
額
１
５
５
７
億
円
（
同

０
・
８
％
増
）
。

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
市

税
５
５
７
億
６
５
４
１
万
円
、

国
庫
支
出
金
３
５
１
億
５
５

７
２
万
円
、
地
方
交
付
税
１

５
５
億
円
、
府
支
出
金
１
４

８
億
７
３
５
２
万
円
、
地
方

消
費
税
交
付
金
８９
億
１
５
０

９
万
円
な
ど
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

○
総
務
費

１
２
７
億
５
９
７
３
万
円
、

同
１７
・
４
％
増
（
ふ
る
さ
と

寄
附
金
推
進
事
業
経
費
２
億

６
６
０
万
円
な
ど
）

○
民
生
費

７
９
２
億
６
１
５
５
万
円
、

同
５
・
４
％
増
（
子
ど
も
・

若
者
医
療
助
成
費
１９
億
３
５

９
万
円
な
ど
）

○
衛
生
費

１
４
７
億
８
５
６
３
万
円
、

同
３
・
７
％
減
（
出
産
・
子

育
て
応
援
事
業
経
費
３
億
９

３
８
万
円
な
ど
）

○
土
木
費

１
４
８
億
４
２
７
万
円
、
同

３０
・
２
％
減
（
枚
方
市
駅
周

辺
再
整
備
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事

業
経
費
１０
億
１
８
３
４
万
円

な
ど
）

○
教
育
費

１
５
７
億
３
４
６
万
円
、
同

１３
・
８
％
増
（
小
学
校
給
食

無
償
化
事
業
経
費
５
億
１
３

３
８
万
円
な
ど
）

◆
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
、
自
動
車

駐
車
場
、
財
産
区
、
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
母

子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

金
の
６
会
計
で
、
計
８
６
９

億
３
８
０
０
万
円
（
同
１
・

６
％
増
）
。

◆
企
業
会
計

水
道
事
業
会
計
１
３
７
億

１
２
７
３
万
円
（
同
４
・
６

％
減
）
、
病
院
事
業
会
計
１

３
２
億
２
０
９
７
万
円
（
同

２
・
４
％
増
）
、
下
水
道
事

業
会
計
２
０
３
億
５
０
０
３

万
円
（
同
７
・
５
％
増
）
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

な
お
、
予
算
特
別
委
員
会

で
の
審
査
内
容
は
４
・
５
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
３
月
定
例
月
議
会
は
、
２
月
２６
日
か
ら
３
月
２８
日
ま
で
の
３２
日
間
の
議
会

期
間
で
開
か
れ
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
や
令
和
５
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
、

一
部
改
正
な
ど
５９
議
案
を
可
決
し
、市
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
令
和
６
年
度
市
政
運
営
方

針
に
対
し
５
会
派
に
よ
る
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た（
代
表
質
問
の
詳
細
は
２
・
３
面
）。

ま
た
、
建
設
環
境
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
茄
子
作
地
区
工
業
地
域
設
定
中
止

に
関
す
る
請
願
」
、
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
国
民
健
康
保
険
料
、
介

護
保
険
料
の
引
下
げ
を
求
め
る
請
願
」
は
、
請
願
者
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
慎
重
に

審
査
が
行
わ
れ
、
２８
日
の
本
会
議
で
い
ず
れ
も
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
２９
日
に
は
、
令
和
６
年
３
月
緊
急
議
会
が
開
か
れ
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、２
月
２１
日
に
は
「
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
に
係
る
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
」

の
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
、
１１
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
（
詳
細
は
８
面
）
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１０
号
）
は
、
決
算
見
込
み
に

基
づ
く
補
正
の
ほ
か
、
国
の

補
正
予
算
に
伴
う
事
業
な
ど

に
つ
い
て
補
正
を
行
う
も
の

で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６

億
１
７
２
６
万
円
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、

地
方
交
付
税
８
億
２
１
５
９

万
円
、
枚
方
市
駅
周
辺
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業（
＊
１
）

補
助
金
６
億
４
０
９
０
万
円
、

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

４
億
６
７
３
４
万
円
の
増
額

な
ど
で
す
。

歳
出
の
主
な
補
正
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
費
（
非
課
税
と
し
て
取

り
扱
っ
て
き
た
障
害
者
相
談

支
援
事
業
が
消
費
税
法
上
の

課
税
対
象
で
あ
る
と
国
が
示

し
た
こ
と
を
受
け
、
５
年
度

分
の
消
費
税
相
当
額
を
委
託

事
業
者
に
追
加
支
払
い
）
…

６
９
０
万
円

▼
学
校
園
施
設
改
善
事
業
経

費
（
小
・
中
学
校
に
お
け
る

外
壁
改
修
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

整
備
等
）
…
２７
億
９
３
１
３

万
円

▼
土
地
開
発
公
社
健
全
化
対

策
事
業
経
費
（
土
地
開
発
公

社
の
健
全
化
に
向
け
、
同
社

が
先
行
取
得
し
た
中
振
中
央

公
園
用
地
の
一
部
を
買
戻
し
）

…
２
億
９
０
１
３
万
円

▼
税
総
合
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
（
国
が
実
施
す
る
定
額

減
税（
＊
２
）及
び
給
付
に
対

応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
）
…
４
２
５
８
万
円

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

障
害
者
相
談
支
援
事
業

４
年
度
以
前
の
消
費
税
分

ど
う
取
り
扱
う
の
か

質
問

障
害
者
相
談
支
援
事

業
に
係
る
消
費
税
分
の
追
加

支
払
い
に
当
た
り
、４
年
度
以

前
分
は
ど
う
取
り
扱
う
の
か
。

答
弁

修
正
申
告
に
よ
り
確

定
す
る
消
費
税
や
延
滞
税
等

に
相
当
す
る
額
を
各
法
人
と

協
議
し
、
６
年
度
に
改
め
て

賠
償
金
と
し
て
支
払
う
。

要
望
等

法
改
正
で
同
事
業

が
課
税
対
象
と
な
っ
た
際
に

十
分
確
認
す
れ
ば
延
滞
税
は

発
生
し
な
か
っ
た
。
今
後
、

法
的
な
問
題
が
生
じ
な
い
よ

う
適
切
な
対
応
を
要
望
す
る
。

教
育
環
境
の
向
上
に
向
け

学
校
施
設
の
着
実
な
整
備
を

質
問

学
校
施
設
の
整
備
に

係
る
経
費
の
内
容
を
聞
く
。

答
弁

国
交
付
金
の
追
加
配

分
に
伴
い
、
歳
出
予
算
を
前

倒
し
で
措
置
す
る
も
の
で
、

６
年
度
に
お
い
て
、
小
・
中

学
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
、

外
壁
や
屋
根
の
保
全
、
改
修

等
を
実
施
す
る
。

要
望
等

引
き
続
き
し
っ
か

り
と
財
源
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
教
育
環
境
の
向
上
に

向
け
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て

学
校
施
設
の
整
備
を
着
実
に

進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

中
振
中
央
公
園
用
地

都
市
計
画
の
見
直
し
も
含
め

現
実
的
で
効
果
的
な
整
備
を

質
問

土
地
開
発
公
社
が
先

行
取
得
し
た
中
振
中
央
公
園

用
地
の
全
て
を
買
い
戻
す
場

合
、あ
と
幾
ら
か
か
る
の
か
。

答
弁

現
時
点
で
は
利
子
込

み
で
約
１３
億
円
を
見
込
む
。

要
望
等

買
戻
し
が
遅
れ
る

ほ
ど
利
子
は
増
え
、
市
と
同

公
社
の
所
有
地
以
外
も
含
め

て
整
備
す
る
と
な
る
と
、
さ

ら
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
。

早
期
の
買
戻
し
と
併
せ
、
都

市
計
画
の
見
直
し
も
含
め
た

現
実
的
か
つ
効
果
的
な
整
備

の
検
討
を
要
望
す
る
。

意
見

定
額
減
税（
＊
２
）で

対
応
し
切
れ
な
い
場
合
は
給

付
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、

人
に
よ
っ
て
受
け
取
り
方
法

や
時
期
が
異
な
る
。
市
民
へ

の
分
か
り
や
す
い
周
知
と
、

問
合
せ
に
し
っ
か
り
と
答
え

ら
れ
る
体
制
整
備
を
求
め
る
。

今
回
の
改
正
は
、
枚
方
市

駅
周
辺
再
整
備
に
伴
い
、
現

在
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
改
修

し
て
７
年
度
中
に
保
健
所
を

移
転
す
る
た
め
、
保
健
所
の

位
置
を
「
禁
野
本
町
２
丁
目

１３
番
１３
号
」
に
変
更
す
る
も

の
で
す（
移
転
す
る
ま
で
は
大

垣
内
町
２
丁
目
２
番
２
号
）。

な
お
、
施
行
日
は
８
年
３

月
３１
日
ま
で
の
間
に
お
い
て

規
則
で
定
め
る
日
で
す
。

保
健
所
移
転
後
の

医
療
連
携
の
強
化
は

質
問

市
立
ひ
ら
か
た
病
院

の
建
て
替
え
を
機
に
、
周
辺

地
域
を
健
康
・
医
療
ゾ
ー
ン

と
し
て
整
備
す
る
よ
う
求
め

て
き
た
。
同
地
域
へ
の
保
健

所
移
転
後
、
ど
の
よ
う
に
医

療
連
携
の
強
化
を
図
る
の
か
。

答
弁

移
転
後
は
、
災
害
発

生
時
の
対
応
、
在
宅
医
療
の

推
進
な
ど
、様
々
な
場
面
で
、

よ
り
円
滑
な
施
策
展
開
が
期

待
で
き
る
。
同
院
や
医
師
会

館
と
隣
接
す
る
地
の
利
を
生

か
し
、
平
時
か
ら
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

保
健
所
は
駅
か
ら
歩
け
る

最
も
便
利
な
位
置
に
す
べ
き

質
問

現
在
の
保
健
所
と
保

健
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
ち
ら
が

便
利
な
位
置
と
考
え
る
の
か
。

答
弁

同
セ
ン
タ
ー
周
辺
は

医
療
機
関
等
が
集
約
さ
れ
、

移
転
後
、
よ
り
円
滑
な
施
策

展
開
が
期
待
で
き
る
。ま
た
、

７０
台
の
駐
車
場
が
隣
接
し
、

利
便
性
が
高
い
上
、
相
談
室

を
複
数
確
保
す
る
な
ど
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

要
望
等

保
健
所
は
、
地
方

自
治
法
に
基
づ
き
、
駅
か
ら

歩
い
て
行
け
る
、
最
も
便
利

な
位
置
が
よ
い
と
意
見
す
る
。

議
会
は
、
こ
の
間
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
観
点
な
ど
を
踏

ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

委
員
会
等
へ
の
出
席
を
可
能

と
す
る
な
ど
、
環
境
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。一
方
で
、

本
会
議
に
つ
い
て
は
、
地
方

自
治
法
上
、定
足
数（
＊
４
）

や
表
決（
＊
３
）
に
係
る
「
出

席
」
は
「
現
に
議
場
に
い
る

こ
と
」
と
解
さ
れ
て
お
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

中
、
５
年
２
月
の
総
務
省
通

知
に
お
い
て
、
「
一
般
質
問

に
つ
い
て
は
、
出
席
が
困
難

な
事
情
に
よ
り
議
場
に
い
な

い
欠
席
議
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
質
問
す
る
こ
と
は
差
し
支

え
な
い
」
と
の
見
解
が
新
た

に
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、
同
通
知

の
見
解
も
踏
ま
え
、
育
児
、

看
護
な
ど
を
含
め
、
や
む
を

得
な
い
事
由
で
本
会
議
を
欠

席
す
る
場
合
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
一
般
質
問
の
実
施

を
可
能
と
す
る
も
の
で
、
府

内
市
議
会
で
初
の
取
組
と
な

り
ま
す
。

＊
１

市
街
地
再
開
発
事
業

…
都
市
機
能
が
低
下
し
て
い

る
地
区
等
に
お
い
て
、
敷
地

を
共
同
で
利
用
し
、
中
高
層

の
建
築
物
に
建
て
替
え
、
公

園
等
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

や
道
路
等
の
整
備
を
一
体
的

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
快
適

で
安
全
な
ま
ち
に
再
生
す
る

事
業
の
こ
と
。

＊
２

定
額
減
税
…
所
得
税

と
住
民
税
を
一
定
の
額
で
減

税
す
る
措
置
の
こ
と
。

＊
３

表
決
…
議
員
が
、
議

案
に
対
し
て
賛
成
ま
た
は
反

対
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
。

＊
４

定
足
数
…
会
議
の
開

催
や
、
議
決
を
行
う
に
当
た

り
必
要
と
さ
れ
る
出
席
議
員

の
数
の
こ
と
。

本
議
会
は
、こ
れ
ま
で
も
、

時
代
に
即
し
た
議
会
改
革
課

題
に
つ
い
て
機
動
的
に
協
議
、

検
討
を
進
め
、
都
度
実
行
に

移
し
て
き
ま
し
た
。
昨
今
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
委
員
会
の
導
入
、
議
案
書

等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た

が
、
地
方
議
会
を
取
り
巻
く

状
況
が
日
々
変
化
す
る
中
、

５
年
度
に
お
い
て
も
各
種
課

題
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た

め
、
議
会
改
革
懇
話
会
（
各

会
派
等
か
ら
選
出
さ
れ
た
議

員
で
構
成
）
を
設
置
し
、
協

議
を
重
ね
ま
し
た
。

今
回
、
協
議
結
果
に
つ
い

て
、
４
月
１５
日
に
最
終
報
告

書
が
同
懇
話
会
か
ら
議
長
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
一
般

質
問
の
実
施
に
つ
い
て
…
本

会
議
の
欠
席
議
員
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
一
般
質
問
を
実
施
で

き
る
よ
う
、
技
術
的
環
境
や

関
係
規
則
の
整
備
等
を
行
う

（
詳
細
は
右
欄
参
照
）
。

▼
本
会
議
に
お
け
る
議
案
に

対
す
る
表
決（
＊
３
）態
度
の

中
継
に
つ
い
て
…
こ
れ
ま
で
、

本
会
議
の
生
中
継
及
び
録
画

映
像
配
信
に
お
け
る
議
案
の

表
決
に
際
し
て
は
、
議
席
を

映
さ
ず
議
長
席
を
映
す
取
扱

い
と
し
て
い
た
が
、
議
会
基

本
条
例
に
規
定
す
る
市
民
等

へ
の
情
報
公
開
・
共
有
に
努

め
る
趣
旨
な
ど
を
踏
ま
え
、

表
決
態
度
の
生
中
継
及
び
録

画
映
像
配
信
を
行
う
よ
う
、

取
扱
い
を
変
更
す
る
。

■
副
市
長

議
会
は
、
３
月
２８
日
の
本

こ
や
ま

た
か
し

会
議
で
、
小
山

隆
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
満
場
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
６

年
４
月
１
日
か
ら
４
年
間
。

■
教
育
委
員
会
委
員

議
会
は
、
同
日
の
本
会
議

お
お
な
か
ち

え

で
、
大
中
智
恵
氏
を
任
命
す

る
こ
と
に
満
場
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。
任
期
は
６
年
４

月
１
日
か
ら
４
年
間
。

■
公
平
委
員
会
委
員

議
会
は
、
同
日
の
本
会
議

た
な
か
じ
ゅ
ん

こ

で
、
田
中
潤
子
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
満
場
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。
任
期
は
６
年
３

月
２９
日
か
ら
４
年
間
。

会
派
代
表
者
の
変
更

１
月
２６
日
付
で
、
自
由
民

主
党
議
員
団
の
代
表
者
を

田
口
敬
規
議
員
か
ら
前
田
富
枝

議
員
に
変
更
し
た
旨
の
届
出

が
あ
り
ま
し
た
。

意見書 ６年度当初予算

・
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
裏
金
事
件
の
徹
底
解
明
と
企
業

団
体
献
金
の
全
面
禁
止
を
求
め
る
意
見
書

・
能
登
半
島
地
震
の
災
害
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
注
ぎ
、
同
時
に
２

０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

・
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

・
教
員
不
足
の
解
消
を
求
め
る
意
見
書

・
学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書

・
地
方
創
生
に
貢
献
す
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー（
循
環
経
済
）

の
一
層
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

・
若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
（
過
剰
服
薬
）
対
策
の
強
化
を
求
め
る

意
見
書

・
下
水
道
事
業
会
計
予
算

・
病
院
事
業
会
計
予
算

否

決

否

決

否

決

否

決

否

決

可

決

可

決

可

決

可

決
－ － － － － ７ ７ １ １

・ 藤田幸久議員（公明党議員
団）は、議長としての立場上、
採決に参加していません。

○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

５年度補正予算

・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１０
号
）

可

決

可

決
－ １
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

その他

・
枚
方
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一
部
変
更

・
市
立
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
・
市
立
市
駅
前
図
書
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定

・
専
決
事
項
の
報
告
（
損
害
賠
償
）

可

決

可

決

聴

取
－ ６ －
○ ○ －
○ × －
○ ○ －
○ ○ －
○ ○ －
○ ○ －

・
財
産
（
教
科
書
及
び
指
導
書
）
の
取
得

可

決
－
○
○
○
○
○
○

・
財
産
（
執
務
室
等
什
器
）
の
取
得

可

決
－
○
○
○
○
○
○

・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

可

決

可

決
－ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

可

決
１
○
×
○
○
○
○

・
水
道
事
業
会
計
予
算

・
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
特
別
会
計
予
算

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

可

決

可

決

可

決
１ １ １
○ ○ ○
○ ○ ×
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

・
財
産
区
特
別
会
計
予
算

可

決
１
○
○
○
○
○
○

・
自
動
車
駐
車
場
特
別
会
計
予
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

・
一
般
会
計
予
算

可

決

可

決

可

決
１ １ １
○ ○ ○
○ × ×
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

可

決

可

決

可

決
－ － －
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

人事
案件
・
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意

同

意

同

意
１ １
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
財
産
（
施
設
ロ
ビ
ー
等
什
器
）
の
取
得

可

決
－
○
○
○
○
○
○

議
決
結
果
一
覧

掲載面
自 民
共 産
連 合
維 新
公 明
命守る

会派等所属別議員名
結成順に掲載。（ ）は会派等の略称

自由民主党議員団（自 民）
前 田 富 枝、田 口 敬 規、
長 友 克 由、松 本 佑 介

日本共産党議員団（共 産）
堤 幸 子、広瀬ひとみ、
松岡ちひろ、三 和 智 之

連合市民の会（連 合）
野 村 生 代、八 尾 善 之、
奥 野 美 佳、番 匠 映 仁、
大津真沙樹

大阪維新の会
枚方市議会議員団（維 新）
鍜治谷知宏、小 池 晶 子、
門 川 紘 幸、泉 大 介、
岡市栄次郎、妹 尾 正 信、
大 濱 暢 祐、佐田あゆ美、
志 甫 直 哉、高 野 寿 陛

公明党議員団（公 明）
丹 生 真 人、大 地 正 広、
藤 田 幸 久、田 中 優 子、
一 原 明 美、千 葉 雅 民、
東 実名子、峠 賢 一

命を守る政治の会（命守る）
漆 原 周 義

３
月
定
例
月
議
会

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１１
号
）

可

決
－
○
○
○
○
○
○

条 例 の
一部改正
・
市
税
条
例

可

決
７
○
○
○
○
○
○

３
月
緊
急
議
会

議 員
提出議案
・
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

・
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定

可

決

可

決
１ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
副
市
長
の
選
任
の
同
意

同

意
１
○
○
○
○
○
○

契約

・
樟
葉
西
小
学
校
給
食
調
理
場
改
修
工
事
請
負
変
更
契
約
締
結

・
６
年
度
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結

可

決

可

決
－ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

請願

・
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
引
下
げ
を
求
め
る
請
願

・
茄
子
作
地
区
工
業
地
域
設
定
中
止
に
関
す
る
請
願

不
採
択

不
採
択

－ －
× ×
○ ○
× ×
× ×
× ×
× ×

６ 年 度
補正予算
・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

可

決
７
○
○
○
○
○
○

条例
一部改正

・
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

等
・
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
に
関
す
る
条
例
等

可

決

可

決
７ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
開
発
事
業
等
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例

可

決
－
○
○
○
○
○
○

・
水
道
事
業
給
水
条
例

・
建
築
基
準
法
関
係
事
務
条
例
及
び
建
築
行
政
事
務
手
数
料
条
例

・
開
発
関
係
事
務
条
例

可

決

可

決

可

決
６ － －
○ ○ ○
× ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

・
市
立
障
害
者
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び
市
立
ひ
ら
か
た
子
ど

も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

可

決
－
○
○
○
○
○
○

・
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

・
児
童
福
祉
施
設
等
条
例

・
保
健
所
条
例

可

決

可

決

可

決
－ ７ １
○ ○ ○
○ × ×
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

・
手
数
料
条
例

・
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
並
び
に
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
等

可

決

可

決
－ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

・
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

可

決
－
○
○
○
○
○
○

・
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等

・
介
護
保
険
条
例

・
基
金
条
例

可

決

可

決

可

決
－ ６ ６
○ ○ ○
○ × ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

・
国
民
健
康
保
険
条
例

可

決
６
○
×
○
○
○
○

・
附
属
機
関
条
例

・
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例

・
職
員
給
与
条
例
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例

可

決

可

決

可

決
６ － －
○ ○ ○
× ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

・
事
務
分
掌
条
例

・
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

・
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

可

決

可

決

可

決
６ ６ －
○ ○ ○
× ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

廃止
・
土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例

・
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

可

決

可

決
－ －
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

制定
・
学
校
事
故
等
調
査
委
員
会
条
例

可

決
－
○
○
○
○
○
○

議
会
日
誌

３月 ２月
４
・
５
日
…
本
会
議（
第
２

・
３
日
）

５
会
派
が
代
表
質
問

６
日
…
本
会
議（
第
４
日
）

条
例
の
制
定
等
を
可
決

７
・
８
日
…
建
設
環
境
・

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

請
願
、
条
例
の
一
部
改

正
を
審
査

１２
・
１４
・
１９
・
２１
・
２５
日

…
予
算
特
別
委
員
会

６
年
度
各
会
計
当
初
予

算
を
審
査

２８
日
…
本
会
議（
第
５
日
）

６
年
度
各
会
計
当
初
予

算
等
を
可
決

３
月
緊
急
議
会

２９
日
…
本
会
議（
第
１
日
）

条
例
の
一
部
改
正
を
可

決
３
月
定
例
月
議
会

２６
日
…
本
会
議（
第
１
日
）

６
年
度
市
政
運
営
方
針

を
聴
取
等

２６
日
…
予
算
特
別
委
員
会

正
副
委
員
長
の
互
選
等



質
問

児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、

児
童
福
祉
と
母
子
保
健
の
機
能
を

併
せ
持
つ
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

の
設
置
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
。

妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
若
者
等

を
包
括
的
に
支
援
す
る
体
制
を
構

築
す
る
た
め
、
市
は
ま
る
っ
と
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
す
る

と
い
う
が
、
同
セ
ン
タ
ー
設
置
に

係
る
市
長
の
思
い
を
聞
く
。

答
弁

市
で
は
こ
れ
ま
で
か
ら
関

係
機
関
と
密
に
連
携
し
、
虐
待
等

の
予
防
と
対
応
に
努
め
て
き
た
が
、

さ
ら
な
る
迅
速
な
対
応
と
、
相
談

や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
の
た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
。
ま
た
、
名
称
は
、
子
ど

も
を
中
心
に
据
え
、
行
政
や
地
域

で
子
育
て
家
庭
を
「
ま
る
ご
と
」

支
え
る
と
い
う
思
い
を
込
め
た
も

の
で
あ
り
、
子
ど
も
や
家
庭
に
愛

さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
す
。

要
望
等

児
童
虐
待
の
み
な
ら
ず
、

子
ど
も
や
そ
の
家
庭
が
抱
え
る
問

題
は
複
雑
化
し
て
い
る
。
市
は
児

童
相
談
所
の
設
置
を
検
討
す
る
と

い
う
が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
里

親
支
援
の
拠
点
等
の
役
割
を
担
え

る
児
童
養
護
施
設
も
不
可
欠
な
施

設
と
考
え
る
。
同
施
設
設
置
に
つ

い
て
、
必
要
に
応
じ
て
府
と
も
協

力
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
連
携
に

よ
り
、
一
貫
し
た
支
援
を
行
え
る

体
制
の
構
築
を
要
望
す
る
。

市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め

老
朽
建
築
物
の
耐
震
化
促
進
を

質
問

旧
耐
震
基
準（
＊
１
）の
住

宅
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
耐
震
化

の
促
進
に
取
り
組
む
と
い
う
が
、

現
行
の
耐
震
改
修
補
助
制
度
に
関

す
る
今
後
の
取
組
と
、
耐
震
化
の

啓
発
に
対
す
る
考
え
を
聞
く
。

答
弁

同
制
度
の
利
用
促
進
の
た

め
、
要
件
を
一
部
見
直
す
。
ま
た
、

耐
震
化
が
進
ん
で
い
な
い
地
域
へ

の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
発
送
や
防

災
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
に
よ
り
耐

震
化
の
必
要
性
を
発
信
し
、
４
月

か
ら
の
同
制
度
の
申
込
み
受
付
に

向
け
、
広
報
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
周

知
し
、耐
震
化
の
促
進
に
努
め
る
。

要
望
等

１
月
の
能
登
半
島
地
震

に
お
い
て
、
大
き
な
被
害
を
受
け

た
も
の
の
多
く
は
古
い
建
物
で
あ

り
、
老
朽
建
築
物
の
耐
震
化
促
進

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
市
民
の

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
取
組
を
要
望
す
る
。

効
果
的
に
財
源
を
確
保
し

中
学
校
で
も
給
食
の
無
償
化
を

質
問

都
市
経
営
に
お
い
て
は
、

必
要
な
施
策
を
実
施
し
な
が
ら
健

全
な
財
政
を
維
持
す
る
こ
と
が
基

本
で
あ
る
。
市
は
、
小
学
校
給
食

無
償
化
に
係
る
経
費
を
考
慮
し
て

も
実
質
収
支
黒
字
を
維
持
で
き
る

と
い
う
が
、
中
学
校
給
食
の
無
償

化
を
含
め
、
今
後
の
様
々
な
課
題

へ
の
対
応
に
必
要
な
施
策
を
講
じ

た
上
で
も
維
持
で
き
る
の
か
。

答
弁

行
財
政
改
革
の
積
み
重
ね

が
実
質
収
支
や
基
金
残
高
等
に
表

れ
、
財
政
状
況
が
よ
り
強
固
に
な

っ
て
い
る
。
小
学
校
給
食
の
無
償

化
は
、
そ
う
し
た
状
況
や
収
支
見

通
し
を
踏
ま
え
判
断
し
た
も
の
で
、

今
後
も
行
財
政
改
革
を
継
続
し
、

財
政
の
健
全
性
を
維
持
し
な
が
ら
、

中
学
校
給
食
無
償
化
を
含
め
た
必

要
な
施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

要
望
等

給
食
の
無
償
化
は
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、

子
育
て
に
安
心
感
を
も
た
ら
し
少

子
化
対
策
に
も
つ
な
が
る
。
実
施

す
る
に
は
多
額
の
財
源
が
必
要
だ

が
、Ｄ
Ｘ（
＊
２
）
等
の
一
層
の
推

進
と
効
果
的
な
財
源
確
保
に
努
め
、

未
来
へ
の
投
資
と
い
う
視
点
を
持

ち
、
必
要
な
施
策
と
し
て
、
国
に

先
行
し
て
中
学
校
で
も
実
施
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
市
長
自
ら
育
児
経
験
や
思
い
を

伝
え
男
性
の
育
児
参
加
推
進
を

○
職
員
の
生
産
性
向
上
の
観
点
か

ら
も
Ｄ
Ｘ（
＊
２
）
推
進
を

枚
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こ いけ あき こ

小池晶子

市駅前行政サービスフロアに移転後（移転は６年９月１７日）の
まるっとこどもセンターのイメージパース

令和６年度の取組方針
将来推計人口によると、本市の２０５０年の人口は２０

２０年と比較して約９万人減少するとされている。こ
の推計どおりに進むと、税収が減り、これに伴う住
民サービスの縮小が市民満足度の低下を招き、人口
減少を加速させてしまうという悪循環が生まれかね
ない。こうした負の連鎖を防ぐためにも、新たな取
組に挑戦し、若い世代、子育て世代からさらに選ば
れるまちへと進化させるという決意の下、最重点施
策である子育て・教育施策の充実と市駅周辺再整備
を強力に推し進め、まちの活気や経済の活性化につ
なげ、将来にわたって市民が幸せを実感できる持続
可能な発展を目指す。
市民が主役というまちづくりの根源に立ち返り、
あらゆる施策は人へとつながることを念頭に置きな
がら、多様性を尊重し他者の立場に立って考える、
誰一人取り残すことのない市政運営に取り組む。

２つの最重点施策

最重点施策① 子育て世帯をターゲットにした施策

１ 安心して楽しく過ごせる、
子育てできる環境の充実

�２学期から小学校給食の無償化を開始する。
�就学前の子どもの一時預かり施設の拡充など、在
宅での子育て支援の充実を図るとともに、今後の
保育サービスの需要を見極めながら、待機児童の
「通年のゼロ」を目指す。
�就学前後の子どもの学びのつながりを示す「架け
橋コンパス」を全小学校区で作成し、幼児期の遊
びを小学校の学びへ円滑につなげる。
�子どもがわくわくするような遊具や休憩施設等を
設置し、子育て世帯が楽しく安全に過ごせる空間
づくりを進める。
�子ども食堂における補助制度の拡充とともに、ラ
ポールひらかたに学習のサポートや食事を継続的
に提供できる児童育成支援拠点を設置する。
�全ての子どもに学びの機会を提供するため、不登
校支援協力員を増員し、「校内ルポ」を設置する
小学校を拡充するとともに、メタバースの活用や
公民連携による子どもの居場所づくりを進める。
�留守家庭児童会室の長期休業期の昼食サービスや
放課後オープンスクエアの実施時間の延長等に向
けた取組を進める。
�子どもが学びたい、習いたいという思いを経済的

な理由で諦めることがないように、効果的な支援
策を検討する。
�母子保健と児童福祉の機能を併せ持つ、まるっと
こどもセンターを開設する。
�子どもやその家庭に対し、本市で緊急かつ一貫し
た支援を行えるように児童相談所設置に向けたロ
ードマップ等を作成する。
�夫婦で早期に不妊症の検査を受け、適切な治療が
始められるよう、検査費用を助成する。
２ 子どもたちの未来への可能性を

最大限に伸ばす教育の充実
�子どもが主役の学習活動への転換に向
けた授業改善に取り組むとともに、１人１台端末
の更新準備を進める。
�支援教育の実施体制や教育内容の改善につながる
取組とともに、いじめ問題への未然防止と早期対
応の取組を強化する。
�中学校部活動について、地域移行の形態を含めた
多様な運営体制の構築に取り組む。
�計画的なエレベーター整備やバリアフリー化など、
学校環境の充実に向けた施設整備を進める。
�ＣＯ２削減効果の高い空調設備への入替えや照明器
具のＬＥＤ化等により、学校施設のＺＥＢ化に取
り組む。
�学校業務のＤＸの取組と併せ、学校自らの働き方
改革を人的にサポートする体制づくり等を図る。

最重点施策② 市駅周辺再整備の一層の推進

�市駅市民窓口センターでは窓口業務支
援システムを導入し、手続に係る市民
負担を軽減する。
�市駅前図書館にＩＣタグシステムを導入するとと
もに、２４時間利用可能な予約図書受け取りロッカ
ーを市駅内に設置する。
�天野川沿いについて、府や地域団体などの協力の
下、生い茂った樹木の撤去や桜の植樹等を行い、
魅力ある景観整備に取り組む。
�新庁舎の位置を早期に確定させ、みどりの大空間を
中心とした④・⑤街区の活用イメージやそれに必
要な施設、サービスの具体的な検討を進める。
�新庁舎に備える機能等について庁内横断的に検討
を進めるとともに、市民の意見等も踏まえながら
新庁舎整備基本計画の策定に向け取り組む。
�スマートシティに向けた取組として、利便性や安
全性等の向上と地域課題解決につながるＡＩ等を
活用したスマートサービスの導入を検討する。

５つの基本目標を具体化する取組
１ 安全で、利便性の高いまち
�旧耐震基準で建てられた木造住宅の耐
震化の必要性と耐震改修補助制度の周
知、啓発と併せ、家具固定器具の設置を支援する
仕組みを構築する。
�災害備蓄品について、平時の管理業務の効率化と、
発災時の在庫や配送状況の見える化等を行うため
の管理システムを導入する。
�雨水ポンプ場について、優先順位を見極めながら
効率的に耐震化を図る。
�都市計画道路長尾杉線・牧野長尾線の整備を計画
的に進め、御殿山小倉線は次期区間の設計に着手
する。また、淀川を渡河する都市計画道路牧野高
槻線、府道京都守口線・枚方高槻線について、府
と連携し、早期完成に向けた取組を進める。
�京阪本線連続立体交差事業について、全事業用地
の取得を進め、付け替え道路の設計など、府等と
連携した取組を進める。
�持続可能な公共交通の維持、確保と併せ、多様な
移動手段の活用も視野に入れ、総合交通計画の改
訂に向け取り組む。
�村野駅西地区、茄子作地区については、交通利便
性を生かし、周辺環境と調和した居住環境や産業
立地にふさわしい市街地創出を図るため、土地区
画整理事業等の都市計画手続を進める。
２ 健やかに、生きがいを持って暮らせるまち
�子どもの頃からの認知症に関する理解
促進に取り組むとともに、日常的な高
齢者の見守り体制の構築を推進する。
�緊急時の受入れ・対応機能を整備して障害者の地
域生活を支えるとともに、重度障害者入院時のコ
ミュニケーション事業の利用要件を緩和する。
�障害者手帳の対象とならない軽度難聴者に対する
補聴器購入費用助成について、高等教育等での学
習支援の観点から対象年齢を２２歳まで拡大する。
�孤独・孤立対策について、庁内外の支援機関の役
割や連携の在り方について検討するとともに、具
体的な仕組みづくりを進める。
�女性活躍の推進に向け、市内企業の労働環境の実
態やニーズを把握し、働きやすい職場づくりに向
けた普及、啓発に取り組む。
�平和への思いを次世代に伝え、若者に戦争の悲惨
さと平和の尊さを考えてもらう機会を創出する。
３ 一人一人の成長を支え、豊かな心を育むまち
�身近に文化芸術に触れ、親しむ機会を創
出するとともに、総合文化芸術センター
においては、著名なアーティストの招聘

やデジタル技術を活用した事業の推進を図る。
�市民が来館する公共施設にフリーＷｉ―Ｆｉ等の
デジタル環境を整え、接続時のトップ画面として
構築するポータルサイトを活用し、読書活動の推
進や生涯学習活動の広がりにつなげる。
�生涯にわたりスポーツに親しみ、健康を増進し、
人と人の交流を深めることができる環境づくりを
進め、スポーツに取り組む市民の増加を目指す。
�市と関わりのあるスポーツチーム等との連携強化
とスポーツ施設の充実に向けた検討を進め、見る
スポーツ、するスポーツの推進に取り組む。
４ 地域資源を生かし、

人々が集い活力がみなぎるまち
�ひらかた万博の取組として、地域資源を
生かした魅力的な観光コンテンツや特産品開発と
併せ、効果的なＰＲにより多くの来訪者を獲得す
る。また、民間事業者に働きかけや支援を行い、
新しいビジネスの創出につなげる。
�東部地域において、古民家を活用した宿泊施設等
の開設に向けた取組を進める。また、野外活動セ
ンターは利用者等の意見を聞きながらリニューア
ルの内容や手法等の具体化を図る。
�新たな農業の担い手の確保と育成のため、農業研
修施設との連携やサポートを充実させる。
５ 自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち
�ため池に設置するフロート型ソーラー
システムからの電気をひらかたパーク
や市内事業所へ供給し、再生可能エネ
ルギーによる脱炭素と地域課題の同時解決へつな
げる。また、再生可能エネルギーの普及や省エネル
ギーの促進、電気自動車の購入等への助成を行う。
�総合福祉会館について、民間ノウハウを最大限活
用した省エネルギー改修に取り組む。
�枚方京田辺環境施設組合による可燃ごみ広域処理
施設の整備を進め、７年度の稼働を目指す。

施策を推進するための基盤となる取組
�枚方ならではの魅力を市内外に広くア
ピールする戦略的なプロモーションや
魅力的な動画を活用した情報発信を積極的に行う。
�ＤＸの推進によりさらなる市民サービスの向上と
業務効率化を図る。
�公共施設の適正配置の在り方について、将来のま
ちの姿を見据え、ビジョンの策定に向け取り組む。
�ひらかた病院について、コロナ禍後の医療需要の
変化や６年度に実施される診療報酬改定等の状況
を踏まえた経営改善に取り組む。
�水道・下水道事業は、中長期的な視点から経営の
健全化と経営基盤の強化に向けた取組を進める。

◆他の案件に先立って審議すべき案件について先に審議することを先議といい、こうした案件を先決問題という。 ◆常任委員会や議会運営委員会などの委員長には、議事整理権や秩序保持権がある。

令和６年（２０２４年）５月１日 枚 方 市 議 会 報 第３５０号 ＜ ２ ＞
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の
市
の
財
政
状
況
等
を
踏

ま
え
、適
切
な
時
期
に
判
断
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
無
償
化
に
係
る
財
源

措
置
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

要
望
等

小
学
校
の
調
理
場
で
は
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
や
厨

房
機
器
の
修
理
が
多
発
し
て
お
り
、

国
が
示
す
衛
生
規
格
に
適
合
し
た

ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
修
な
ど
、

今
後
も
多
く
の
予
算
が
必
要
に
な

る
と
考
え
る
。
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
予
算
を
確
保
し
、

安
全
な
給
食
を
滞
り
な
く
提
供
す

る
こ
と
を
大
前
提
と
し
た
上
で
進

め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

教育委員会
福
祉
部
署
等
と
の
連
携
の
た
め

新
庁
舎
に
配
置
す
べ
き

質
問

新
庁
舎
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
部

署
間
の
横
断
的
な
対
応
が
ま
す
ま

す
必
要
と
な
る
中
で
、
分
散
し
て

い
る
部
署
の
集
約
と
行
政
機
能
の

拠
点
化
が
大
変
重
要
と
考
え
る
。

特
に
輝
き
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
に
あ
る

教
育
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
理
由
で
支
援
が
必
要
な
子
育
て

世
帯
に
対
し
、
福
祉
部
署
等
と
連

携
し
て
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
新
庁
舎
に
集
約
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。
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新
庁
舎
の
整
備
に
当
た
り
、

各
部
署
が
よ
り
連
携
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
子
育
て
家
庭

が
抱
え
る
課
題
に
対
し
、
教
育
と

福
祉
の
部
署
の
連
携
に
よ
る
包
括

的
な
支
援
等
の
横
断
的
な
対
応
は

欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
お
り
、
今

後
、
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
を
策

定
す
る
中
で
、
庁
舎
機
能
の
集
約

に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
る
。

加
齢
性
難
聴
の
高
齢
者
に
も

補
聴
器
購
入
費
用
を
助
成
す
べ
き

質
問

市
は
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
難
聴
者

に
対
す
る
難
聴
児
特
別
補
聴
器
給

付
事
業
の
対
象
年
齢
を
２２
歳
ま
で

引
き
上
げ
る
と
い
う
が
、
そ
の
経

緯
を
聞
く
。
ま
た
、
補
聴
器
は
日

常
生
活
を
支
え
て
い
く
生
活
支
援

の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
難
聴
者
だ
け
で
は
な
く
、

加
齢
性
難
聴
の
高
齢
者
に
も
補
聴

器
購
入
費
用
を
早
急
に
助
成
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。
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難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
費

用
助
成
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も

当
事
者
や
そ
の
家
族
か
ら
、
学
び

の
支
援
の
た
め
に
対
象
を
大
学
生

ま
で
拡
充
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
、
障
害
者
支
援
の
観
点
だ

け
で
な
く
、
学
習
支
援
や
若
者
に

対
す
る
経
済
支
援
の
観
点
も
踏
ま

え
、
同
事
業
の
対
象
年
齢
を
拡
充

し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
の
加
齢
性

難
聴
は
認
知
症
リ
ス
ク
を
高
め
る

ほ
か
、
社
会
的
孤
立
や
鬱
を
引
き

起
こ
す
要
因
に
も
な
り
得
る
た
め
、

さ
ら
な
る
高
齢
化
の
進
行
を
見
据

え
、
健
康
施
策
及
び
福
祉
施
策
の

観
点
か
ら
、
財
源
確
保
も
含
め
検

討
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
文
化
芸
術
振
興
の
継
続
と
拡
大

に
向
け
必
要
な
取
組
の
推
進
を

○
家
具
固
定
器
具
設
置
の
支
援
等

で
耐
震
化
の
必
要
性
の
周
知
を

質
問

市
駅
周
辺
再
整
備
に
お
い

て
、
連
鎖
型
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
新
庁
舎
位
置
を
早
期
に
確
定
さ

せ
、④
・
⑤
街
区（
＊
４
）
の
活
用

等
の
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
と

い
う
が
、
６
年
２
月
の
全
員
協
議

会
で
示
さ
れ
た
変
更
内
容
、
特
に

事
業
費
の
増
加
に
つ
い
て
、再
度
、

市
民
説
明
会
で
報
告
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
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新
庁
舎
の
位
置
が
確
定
し

た
後
に
、
④
・
⑤
街
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業（
＊
５
）に
お
け
る
都

市
計
画
決
定
を
予
定
し
て
お
り
、

そ
れ
に
向
け
た
説
明
会
を
行
う
ほ

か
、
継
続
し
て
地
権
者
等
に
事
業

説
明
を
行
う
。
今
後
も
、
様
々
な

機
会
を
通
じ
て
市
民
周
知
を
図
る
。

要
望
等

④
街
区
整
備
は
市
有
地

を
売
却
し
民
間
事
業
者
が
複
合
施

設
を
建
設
す
る
計
画
で
あ
り
、
隣

接
す
る
ニ
ッ
ペ
パ
ー
ク
岡
東
中
央

も
民
間
活
力
導
入
エ
リ
ア
に
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
資
材
高
騰

に
よ
る
一
層
の
事
業
費
増
加
等
の

不
安
材
料
が
山
積
み
の
中
、
に
ぎ

わ
い
を
生
み
出
す
た
め
の
事
業
で
、

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
市
本
来

の
役
割
が
果
た
せ
な
い
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
。
市
民
の
財
産
で
あ

る
市
有
地
を
守
り
、
そ
こ
に
市
庁

舎
を
建
設
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

災
害
時
の
社
会
的
弱
者
支
援
策
は

当
事
者
の
声
を
聞
き
検
討
を

質
問

１
月
の
能
登
半
島
地
震
で

も
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
障
害
者

や
高
齢
者
と
い
っ
た
社
会
的
弱
者

に
係
る
災
害
時
支
援
に
つ
い
て
、

今
回
の
市
政
運
営
方
針
で
は
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。
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災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮

者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
安
否
確

認
手
段
や
避
難
所
に
お
け
る
福
祉

用
具
の
確
保
、
福
祉
避
難
所
の
受

入
れ
体
制
の
整
備
等
の
様
々
な
取

組
が
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
具

体
的
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

５
年
１１
月
に
は
、
避
難
所
で
要
配

慮
者
へ
支
援
を
行
う
福
祉
専
門
職

の
チ
ー
ム
で
あ
る
大
阪
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ

と
の
連
携
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
取
組
を
進
め
て
い
く
。

要
望
等

災
害
時
の
社
会
的
弱
者

へ
の
支
援
策
は
当
事
者
の
声
を
聞

き
検
討
す
る
と
と
も
に
、
市
に
避

難
し
た
同
地
震
の
被
災
者
に
も
経

済
的
支
援
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

待機児童
通
年
の
ゼ
ロ
の
実
現
に
は

保
育
施
設
数
の
確
保
が
不
可
欠

質
問

市
の
待
機
児
童
は
、
国
定

義
で
は
５
年
４
月
１
日
時
点
で
０

人
だ
が
、
希
望
す
る
園
に
入
所
で

き
な
か
っ
た
児
童
は
１
９
４
人
、

６
年
２
月
１
日
現
在
で
は
４
６
０

人
も
い
る
。
市
は
今
後
の
保
育
需

要
を
見
極
め
な
が
ら
待
機
児
童
の

通
年
の
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
い
う
が
、

こ
の
状
況
で
ど
の
よ
う
に
実
現
す

る
の
か
。
さ
ら
に
、
国
は
保
護
者

の
就
労
時
間
等
を
問
わ
ず
保
育
園

等
を
利
用
で
き
る
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
の
導
入
を
進
め
て
い
る

が
、
本
格
実
施
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。
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今
後
策
定
予
定
の
こ
ど
も

計
画
の
ニ
ー
ズ
調
査
も
踏
ま
え
、

通
年
の
ゼ
ロ
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
同
通
園
制
度
に
つ
い
て
は
、

国
や
他
市
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
す
る
。

要
望
等

待
機
児
童
を
抜
本
的
に

解
消
す
る
に
は
、
年
度
途
中
の
入

所
希
望
者
や
転
入
者
の
利
用
枠
を

常
に
空
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
施
設
数
の
確
保
が

欠
か
せ
な
い
。
子
ど
も
を
保
育
園

に
預
け
た
い
と
い
う
保
護
者
の
ニ

ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
酌
み
取
っ
た

上
で
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
軽
度
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
費

助
成
は
全
年
齢
対
象
と
す
べ
き

○
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
締
結

を
求
め
る
署
名
活
動
の
促
進
を

枚
方
議
会
３
面

０
５
０
１
０
３

井
❶
藤
❷
藤
❸
井
❹
井
❺
井

おお じ まさ ひろ

大地正広
つつみ さち こ

堤 幸子

学校給食の調理の様子現市庁舎などの市有地が含まれる④街区

質
問

推
計
通
り
に
人
口
が
減
少

し
た
場
合
は
、
税
収
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
減
少
し
、
さ
ら
に

人
口
減
少
が
加
速
す
る
と
い
う
悪

循
環
が
生
ま
れ
か
ね
ず
、
そ
う
し

た
負
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
、市
は
、

子
育
て
・
教
育
施
策
の
充
実
と
市

駅
周
辺
再
整
備
と
い
う
２
つ
の
最

重
点
施
策
を
強
力
に
推
し
進
め
、

選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
す
と
い
う
。

子
育
て
・
教
育
施
策
や
市
駅
周

辺
再
整
備
を
進
め
る
必
要
性
は
理

解
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
２
つ

の
最
重
点
施
策
を
は
じ
め
と
す
る

施
策
を
行
う
こ
と
自
体
が
目
的
化

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
市
の

施
策
は
、
市
民
を
笑
顔
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
す
べ
き
で
あ
り
、
社

会
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
や
人
が

自
由
に
活
動
す
る
上
で
の
障
害
を

取
り
除
く
こ
と
が
、
市
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を

聞
く
。
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市
の
発
展
の
た
め
に
は
、

２
つ
の
最
重
点
施
策
に
よ
る
都
市

の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
と
併
せ
て
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
や
市
域
全
体
を
捉

え
た
課
題
解
決
に
総
合
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

子
ど
も
を
含
め
た
地
域
住
民
と

共
に
考
え
た
公
園
の
整
備
を

質
問

市
は
、
子
ど
も
が
わ
く
わ

く
す
る
よ
う
な
遊
具
や
休
憩
施
設

等
を
公
園
に
設
置
し
、
子
育
て
世

代
が
楽
し
く
安
全
に
過
ご
せ
る
空

間
づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
。
子

育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
る
上
で
、

子
ど
も
の
遊
び
場
と
な
る
公
園
は

大
切
な
場
所
だ
と
考
え
る
が
、
わ

く
わ
く
す
る
よ
う
な
公
園
づ
く
り

に
対
す
る
市
の
考
え
を
聞
く
。
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わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
公

園
の
実
現
に
は
、
子
ど
も
が
思
い

切
り
楽
し
く
遊
べ
て
、
保
護
者
等

が
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で

き
、
子
育
て
世
帯
が
使
い
続
け
た

く
な
る
よ
う
な
整
備
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ

る
年
齢
の
子
ど
も
が
遊
べ
る
遊
具

等
の
整
備
に
加
え
、
子
育
て
世
帯

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
取
組
を
進
め
る
。

要
望
等

子
ど
も
を
含
め
た
地
域

住
民
と
共
に
考
え
、
公
園
ご
と
に

地
域
に
合
う
特
徴
を
持
た
せ
た
整

備
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

被災地への
職員派遣
現
地
で
得
た
経
験
を
生
か
し

今
す
ぐ
防
災
対
策
を

質
問

１
月
の
能
登
半
島
地
震
で

は
、
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
も
含

め
た
多
く
の
職
員
が
応
援
に
行
き
、

支
援
物
資
の
搬
送
等
に
関
わ
っ
た

と
い
う
。
職
員
の
派
遣
は
被
災
者

の
命
や
健
康
を
支
え
る
こ
と
が
第

一
義
だ
が
、
被
災
地
の
リ
ア
ル
な

情
報
を
持
ち
帰
り
、
本
市
で
の
備

え
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
市
政
運
営
方
針

か
ら
は
、そ
れ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

市
長
は
、
派
遣
職
員
が
被
災
地
で

実
際
に
感
じ
た
本
市
に
お
け
る
最

優
先
事
項
を
確
認
し
た
上
で
、
同

方
針
に
反
映
し
た
の
か
。
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市
職
員
が
被
災
地
に
出
発

す
る
前
に
、
可
能
な
限
り
直
接
面

会
し
激
励
す
る
中
で
、
現
地
で
の

経
験
を
本
市
に
持
ち
帰
り
、
防
災

力
向
上
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
旨
を

伝
え
て
い
る
。
今
後
、
そ
う
し
た

経
験
か
ら
得
た
知
見
等
を
生
か
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
。

要
望
等

６
割
の
自
治
体
が
６
年

度
に
防
災
対
策
を
強
化
す
る
と
い

う
調
査
も
あ
る
中
、
今
後
に
生
か

す
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
る
の
は
残

念
で
あ
る
。
い
つ
地
震
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
中
、
市
長
が
率
先

し
、
今
す
ぐ
に
防
災
対
策
に
取
り

組
む
よ
う
要
望
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援

は
当
事
者
と
共
に
進
め
る
べ
き

○
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
学
校

施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
＊
３
）
化
を

質
問

１
月
の
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
で
は
、
全
国
か
ら
の
支
援

物
資
に
つ
い
て
、
保
管
が
困
難
と

な
り
、
期
間
を
置
い
て
届
く
よ
う

に
調
整
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
声

が
上
が
る
な
ど
受
入
れ
が
円
滑
に

進
ま
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
聞

く
。
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
支

援
物
資
の
提
供
は
、
市
が
担
う
べ

き
最
も
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
あ

り
、
避
難
者
へ
支
援
物
資
を
届
け

る
に
は
、
ソ
フ
ト
面
と
併
せ
保
管

場
所
等
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
不

可
欠
と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

答
弁

物
資
提
供
体
制
の
強
化
に

は
、
物
資
を
受
け
入
れ
る
ス
ペ
ー

ス
と
そ
れ
ら
を
仕
分
け
る
重
機
等

の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
４
年
度
に
市
内
の
物

流
倉
庫
事
業
者
と
倉
庫
利
用
等
に

係
る
協
定
を
締
結
し
た
。一
方
で
、

発
災
当
初
は
物
流
倉
庫
が
利
用
で

き
な
い
状
況
も
あ
り
得
る
こ
と
か

ら
、
先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
、

市
が
整
備
す
べ
き
水
準
等
を
精
査

す
る
。

要
望
等

市
の
防
災
備
蓄
倉
庫
は

複
数
箇
所
に
点
在
し
て
お
り
、
災

害
時
に
は
分
散
し
た
物
資
を
集
め

て
避
難
所
に
配
送
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
物
資
の
受

入
れ
体
制
の
強
化
に
加
え
、
緊
急

時
の
動
線
を
考
え
た
早
急
な
整
備

を
要
望
す
る
。

障
害
の
特
性
に
応
じ
た

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
を

質
問

ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
は
健
康

維
持
や
人
々
の
交
流
促
進
等
の
効

果
が
期
待
で
き
、
ど
の
よ
う
な
障

害
が
あ
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加

で
き
る
機
会
を
作
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
市
が

主
体
と
な
り
、
障
害
の
特
性
に
応

じ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

答
弁

５
年
度
に
は
知
的
障
害
の

あ
る
人
が
出
場
す
る
卓
球
の
近
畿

大
会
が
市
内
で
開
か
れ
た
。
今
後

も
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
施
設
の
指

定
管
理
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
各

大
会
の
運
営
組
織
に
働
き
か
け
る

な
ど
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
大

会
の
開
催
に
向
け
取
り
組
む
。

茄子作地区の
工業地域設定
地
域
住
民
に
丁
寧
な
説
明
を

す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は

質
問

茄
子
作
地
区
で
は
土
地
区

画
整
理
事
業（
＊
５
）実
施
に
向
け
、

地
権
者
で
組
織
さ
れ
る
同
事
業
の

準
備
組
合
に
よ
る
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
同
地
区
の
用
途
地
域

（
＊
６
）
に
つ
い
て
、一
部
が
工
業

地
域（
＊
７
）に
設
定
さ
れ
る
こ
と

に
対
し
、
住
民
か
ら
不
安
の
声
を

聞
く
が
、
用
途
地
域
の
指
定
に
係

る
考
え
方
を
聞
く
。
ま
た
、
同
地

区
に
は
小
学
校
や
病
院
が
隣
接
す

る
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
対
す
る

周
知
の
方
法
を
聞
く
。

答
弁

同
地
区
は
広
域
幹
線
道
路

で
あ
る
第
二
京
阪
道
路
の
交
通
利

便
性
を
生
か
し
、
産
業
集
積
を
図

る
エ
リ
ア
と
し
て
市
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
て

い
る
。
準
備
組
合
は
、
同
プ
ラ
ン

に
沿
っ
て
産
業
誘
致
を
図
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
多
様
な
企
業
誘
致

を
行
う
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
一

部
を
工
業
地
域
に
設
定
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
周
辺
施
設
へ
の

周
知
は
、
同
組
合
が
個
別
に
説
明

を
行
っ
て
お
り
、
建
設
さ
れ
る
施

設
が
具
体
的
に
な
っ
た
段
階
で
、

同
組
合
に
対
し
、
周
辺
地
域
に
理

解
を
求
め
て
い
く
よ
う
指
導
す
る
。

要
望
等

工
業
地
域
に
設
定
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
地
域
住
民
に
対
し

て
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
を
行
う
べ

き
だ
っ
た
。
今
後
は
四
角
四
面
の

対
応
で
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
ま
ま
手
続
を
進
め
る
こ
と
が
な

い
よ
う
意
見
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
地
域
移
行
等
の
多
様
な
運
営
で

持
続
可
能
な
中
学
校
部
活
動
を

○
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
も
学
校

給
食
に
枚
方
産
の
お
米
を

ばんしょうてる ひと

番匠映仁
た ぐち よし のり

田口敬規

さらにわくわくする公園の実現を防災備蓄倉庫

＊
１

旧
耐
震
基
準
…
昭
和
５６
年
６
月
に
導
入
さ
れ
た

現
行
の
耐
震
基
準
以
前
の
基
準
の
こ
と
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
建
築
物
に

被
害
が
集
中
し
た
こ
と
か
ら
、
現
行
の
耐
震
基
準
に
よ

る
建
て
替
え
や
耐
震
改
修
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。

＊
２

Ｄ
Ｘ
（D

igitalTransform
ation

）

…
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で

よ
り
よ
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
」
と
い
う
概
念
で
、
新

た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
駆
使
に
よ
っ
て
既
存
の
枠
組
み
を
変
化
さ
せ
る
こ

と
。

＊
３
Ｚ
Ｅ
Ｂ（N

etZero
Energy

Building

）

…
快
適
な
室
内
環
境
を
実
現
し
な
が
ら
、
建
物
で
消
費

す
る
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
を
図
る
こ
と
を

目
指
し
た
建
物
の
こ
と
。
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
割

合
や
建
物
の
延
べ
面
積
等
に
よ
り
、
４
段
階
の
定
義
に

分
類
さ
れ
る
。

＊
４

街
区
…
市
駅
周
辺
再
整
備
で
は
、
枚
方
市
駅
周

辺
を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で
の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定

め
、
再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て
は
左
図
の
と
お
り
。

＊
５

土
地
区
画
整
理
事
業
…
土
地
所
有
者
等
か
ら
公

平
に
一
定
の
土
地
の
提
供
を
受
け
（
減
歩
）
、
道
路
、

公
園
、
河
川
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
、
改
善
し
、
土

地
の
区
画
を
整
え
て
宅
地
の
利
用
増
進
を
図
る
事
業
の

こ
と
。

＊
６

用
途
地
域
…
住
居
、
商
業
、
工
業
な
ど
を
適
正

に
配
置
し
て
機
能
的
な
都
市
活
動
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
建
築
物
の
用
途
や
高
さ
を
規
制
、
誘
導
し
、
秩
序

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
設
定
す
る
、
土
地
利

用
の
基
本
的
な
枠
組
み
。

＊
７

工
業
地
域
…
用
途
地
域
の
一
種
で
、
主
と
し
て

工
業
の
業
務
の
利
便
増
進
を
図
る
地
域
の
こ
と
。
全
て

の
工
場
、
住
宅
、
商
業
施
設
は
建
築
で
き
る
が
、
学
校

や
病
院
等
は
建
築
で
き
な
い
。

まめ

ぎかい探Ｑ豆知識 ◆市長には一般的拒否権があり、議会の議決（否決を除く）に異議があるときは、審議のやり直しを求めることができる。 ◆本市議会には、各会派間の調整等を行うため、各派代表者会議が設置されている。
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会　計　名 令和
６年度

令和
５年度

前年度比
増 減 率

一般会計 155,700,000 154,500,000 0.8

特
別
会
計

国民健康保険 40,000,000 41,041,000 ▲ 2.5

自動車駐車場 98,000 98,000 - 

財 産 区 109,000 118,000 ▲ 7.6

介 護 保 険 38,167,000 36,706,000 4.0

後期高齢者医療 8,539,000 7,569,000 12.8

母子父子寡婦
福祉資金貸付金 25,000 28,000 ▲ 10.7

計 86,938,000 85,560,000 1.6

企
業
会
計

水　道　事　業 13,712,730 14,371,013 ▲ 4.6

病　院　事　業 13,220,970 12,908,520 2.4

下 水 道 事 業 20,350,029 18,925,555 7.5

合　計 289,921,729 286,265,088 1.3

各
会
計
別
予
算
額

（単位：千円，％）

※企業会計の予算は、収入と支出が必ずしも一致しないため、支出額を記載しています。

枚
方
議
会
４
面

０
５
０
１
０
４

井
❶
井
❷
藤
❸
井
❹
井

質
問

定
年
で
退
団
す
る
消

防
団
員
へ
の
報
償
金
を
計
上

し
て
い
る
が
、
６
年
度
の
退

団
人
数
と
今
後
の
傾
向
、
ま

た
、
全
団
員
の
う
ち
、
６０
・

５０
代
の
割
合
を
聞
く
。

答
弁

６
年
３
月
１
日
現
在

で
６４
歳
の
団
員
６
名
が
定
年

で
退
団
す
る
見
込
み
で
、
１０

名
程
度
の
退
団
が
続
く
と
想

定
す
る
。
ま
た
、
全
団
員
４

４
３
人
中
、
６１
歳
か
ら
６５
歳

は
１１
・
５
％
、
５１
歳
か
ら
６０

歳
は
３９
・
７
％
を
占
め
る
。

要
望
等

退
団
し
た
貴
重
な

人
材
が
地
域
の
防
災
活
動
で

活
躍
す
る
た
め
に
、
市
が
橋

渡
し
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

野外活動
センター
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

質
問

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
べ
き
だ
が
、

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け

る
主
な
ニ
ー
ズ
の
内
容
と
、

６
年
度
の
取
組
を
聞
く
。

答
弁

ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま

え
、
テ
ン
ト
の
持
込
み
や
た

き
火
シ
ー
ト
の
利
用
等
を
条

件
に
た
き
火
を
許
可
す
る
、

「
貸
出
し
フ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

サ
イ
ト
」を
試
行
実
施
す
る
。

要
望
等

魅
力
的
な
施
設
を

目
指
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前

で
も
、
様
々
な
取
組
を
推
進

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

カ
ラ
ス
対
策
ネ
ッ
ト
等

購
入
補
助
の
申
請
方
法
は

質
問

以
前
に
実
施
し
た
カ

ラ
ス
対
策
ネ
ッ
ト
等
購
入
補

助
事
業
を
再
度
実
施
す
る
に

当
た
り
、
前
回
の
よ
う
に
新

規
購
入
の
箱
型
の
も
の
に
限

定
せ
ず
、
今
回
は
箱
型
以
外

の
も
の
も
補
助
対
象
と
す
る

と
い
う
。
申
請
手
続
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
可
能
な
の
か
。

答
弁

ご
み
置
場
の
位
置
や

道
路
状
況
、利
用
者
数
等
の
確

認
の
た
め
、
今
回
も
穂
谷
川

清
掃
工
場
で
の
申
請
と
な
る
。

要
望
等

何
度
も
申
請
に
行

か
な
く
て
済
む
よ
う
、
丁
寧

な
周
知
を
要
望
す
る
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

質
問

市
が
示
す「
こ
ど
も
・

子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

約
６０
億
円
の
内
容
を
聞
く
。

答
弁

子
育
て
の
負
担
軽
減

や
教
育
の
一
層
の
充
実
等
、

分
野
ご
と
に
市
独
自
施
策
を

と
り
ま
と
め
て
示
し
て
い
る
。

要
望
等

市
は
６
年
度
か
ら

４
年
間
で
、
子
育
て
世
帯
２

０
０
０
世
帯
の
転
入
超
過
を

目
標
と
し
て
い
る
。
効
果
的

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
分

析
等
を
踏
ま
え
、
施
策
の
一

層
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
ま

た
、
時
間
的
負
担
の
軽
減
策

等
、
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
た
施
策
を

打
ち
出
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

病児保育室
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど

さ
ら
な
る
取
組
の
推
進
を

質
問

病
児
保
育
室
運
営
に

係
る
民
間
委
託
料
が
５
年
度

よ
り
増
額
と
な
る
が
、
利
用

状
況
と
課
題
を
聞
く
。

答
弁

５
年
度
上
半
期
の
利

用
状
況
は
、
４
年
度
同
時
期

の
５０
・
８
％
増
で
あ
る
。
予

約
は
埋
ま
る
一
方
、
キ
ャ
ン

セ
ル
も
多
い
た
め
、
そ
の
電

話
応
対
や
当
日
の
空
き
病
床

発
生
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

要
望
等

子
ど
も
と
保
護
者

の
双
方
を
支
え
る
同
保
育
室

に
つ
い
て
、
予
約
シ
ス
テ
ム

導
入
等
の
取
組
を
要
望
す
る
。

市 立
ひらかた病院
経
営
強
化
プ
ラ
ン

収
益
増
加
・
確
保
策
は

質
問

病
院
事
業
会
計
の
赤

字
に
つ
い
て
、
改
善
に
向
け

た
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
収
益

増
加
・
確
保
対
策
を
聞
く
。

答
弁

紹
介
・
逆
紹
介
率（
＊

１
・
２
）の
向
上
や
在
院
日
数

の
適
正
化
等
を
、患
者
数
の
増

加
や
診
療
単
価
の
向
上
に
つ

な
げ
、収
益
確
保
を
目
指
す
。

要
望
等

看
護
師
不
足
に
よ

る
休
棟
も
あ
り
、
短
期
的
な

収
益
増
加
に
つ
い
て
も
、
人

員
確
保
の
取
組
が
大
切
で
あ

る
。
他
の
医
療
機
関
の
採
用

活
動
情
報
を
収
集
し
、
人
材

紹
介
等
の
新
た
な
採
用
手
法

を
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。
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質
問

防
災
備
蓄
倉
庫
管
理

の
改
善
、
充
実
の
た
め
に
導

入
す
る
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
時
期
と
改
善
点
を
聞
く
。

答
弁

６
年
５
月
頃
に
導
入

を
予
定
し
て
い
る
。
同
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
倉
庫
か
ら
の

物
資
搬
出
時
点
で
管
理
台
帳

を
更
新
で
き
る
た
め
、
入
力

漏
れ
を
回
避
で
き
る
。

要
望
等

同
シ
ス
テ
ム
を
庁

内
で
水
平
展
開
で
き
る
よ
う

検
討
す
る
と
と
も
に
、
ト
イ

レ
や
成
人
用
お
む
つ
等
、
健

康
上
、
最
も
大
事
な
物
資
の

備
蓄
に
つ
い
て
、
調
査
と
考

察
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

街
路
樹
を
適
切
に
管
理
し

地
域
の
魅
力
向
上
を

質
問

「
都
市
魅
力
を
高
め

る
」、「
み
ん
な
で
育
て
る
」

等
の
街
路
樹
維
持
管
理
方
針

を
定
め
た
と
い
う
が
、
今
後

の
取
組
に
係
る
考
え
を
聞
く
。

答
弁

同
方
針
に
定
め
た
点

検
シ
ー
ト
の
活
用
等
で
、
街

路
樹
の
異
常
の
早
期
発
見
・

対
応
に
努
め
る
。
取
組
の
推

進
が
、
同
方
針
に
沿
う
街
路

樹
の
育
成
に
な
る
と
考
え
る
。

要
望
等

枚
方
八
景
で
も
あ

る
香
里
団
地
の
け
や
き
通
り

の
街
路
樹
は
、
景
観
を
美
し

く
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

街
路
樹
を
良
好
に
保
つ
こ
と

で
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
よ

う
、維
持
管
理
を
要
望
す
る
。

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
に
も

補
聴
器
購
入
費
用
の
助
成
を

質
問

障
害
者
手
帳
の
交
付

対
象
外
で
あ
る
軽
度
難
聴
児

に
対
す
る
特
別
補
聴
器
の
給

付
事
業
の
対
象
者
が
拡
充
さ

れ
る
が
、
経
緯
等
を
聞
く
。

答
弁

当
事
者
等
の
要
望
を

踏
ま
え
、
障
害
者
支
援
の
ほ

か
、
学
習
・
経
済
支
援
の
観

点
か
ら
２２
歳
ま
で
拡
充
す
る
。

要
望
等

聞
こ
え
の
問
題
は

加
齢
性
難
聴
等
の
人
も
同
様

に
抱
え
て
い
る
。
６５
歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
す
る
補
聴
器

購
入
費
助
成
も
早
急
に
実
施

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

消防団員の訓練病児保育室防災備蓄倉庫の備蓄品

質
問

市
立
小
・
中
学
生
１

人
１
台
配
付
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ

て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
ア
プ
リ

「
ぽ
ー
ち
」は
、５
年
度
に
約
６

千
人
が
利
用
し
た
と
聞
く
が
、

６
年
度
の
取
組
内
容
を
聞
く
。

答
弁

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
対
象
者

を
新
た
に
市
内
在
住・在
学
・

在
勤
の
１８
歳
ま
で
拡
大
し
、相

談
件
数
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
相
談
員
の
増
員
も
行
う
。

要
望
等

義
務
教
育
終
了
後

の
孤
立
予
防
の
必
要
性
を
訴

え
て
き
た
が
、
「
ぽ
ー
ち
」

で
相
談
で
き
る
こ
と
は
有
益

だ
と
考
え
る
。
多
様
化
す
る

相
談
内
容
の
分
析
、
支
援
体

制
の
整
備
も
要
望
す
る
。

道
路
整
備
と
ル
ー
ル
啓
発
で

自
転
車
の
安
全
性
の
向
上
を

質
問

自
転
車
の
交
通
違
反

へ
の
反
則
金
制
度
導
入
に
係

る
法
改
正
の
動
き
も
あ
る
中
、

６
年
度
の
自
転
車
の
安
全
性

向
上
に
資
す
る
事
業
の
実
施

内
容
を
聞
く
。

答
弁

歩
行
者
と
分
離
し
た

自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
と

自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル
に
係

る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
を
行
う
。

要
望
等

道
路
整
備
と
ル
ー

ル
等
の
啓
発
と
い
う
ソ
フ
ト・

ハ
ー
ド
両
面
対
策
の
相
乗
効

果
で
、
自
転
車
の
安
全
性
向

上
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
支
え
る

在
宅
医
療
等
の
支
援
体
制
を

質
問

５
年
度
よ
り
増
額
と

な
る
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

推
進
事
業
費
に
つ
い
て
、
厚

生
労
働
省
の
事
業
手
引
が
示

す
項
目
に
係
る
取
組
を
聞
く
。

答
弁

か
か
り
つ
け
医
マ
ッ

プ
等
の
作
成
や
関
係
機
関
と

の
定
期
的
な
会
議
、
専
門
職

向
け
在
宅
医
療
電
話
相
談
窓

口
の
設
置
、
認
知
症
月
間
等

に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を

行
っ
て
い
る
。

要
望
等

住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
最

期
ま
で
継
続
で
き
る
よ
う
、支

援
体
制
の
構
築
を
要
望
す
る
。

質
問

困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る

法
律
の
６
年
４
月
施
行
に
伴

う
取
組
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

相
談
者
か
ら
、
相
談

に
至
る
背
景
を
丁
寧
に
聞
き

取
り
、
福
祉
な
ど
様
々
な
機

関
と
連
携
し
、
相
談
者
に
必

要
な
支
援
を
行
う
た
め
の
体

制
を
整
備
し
て
い
く
。

要
望
等

相
談
件
数
の
増
加

に
伴
う
相
談
体
制
の
強
化
や
、

信
頼
関
係
に
基
づ
く
継
続
的

な
支
援
の
た
め
に
も
、
専
門

人
材
の
確
保
、
育
成
に
取
り

組
む
よ
う
要
望
す
る
。

保 険 料
負 担 増
相
談
場
所
の
確
保
と

減
免
制
度
等
の
周
知
を

質
問

６
年
度
か
ら
国
民
健

康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
が

増
額
改
定
さ
れ
、
国
民
健
康

保
険
料
で
は
低
所
得
世
帯
で

も
年
１
万
１
３
８
０
円
増
額

す
る
。
府
の
運
営
方
針
に
は

「
滞
納
者
が
納
付
相
談
を
行

い
や
す
い
環
境
整
備
の
推
進
」

と
あ
る
が
、
充
分
な
相
談
場

所
の
確
保
は
で
き
る
の
か
。

答
弁

限
ら
れ
た
場
所
の
中

で
、
納
付
相
談
者
の
負
担
を

軽
減
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。

要
望
等

保
険
料
の
減
免
・

徴
収
猶
予
制
度
に
つ
い
て
、

周
知
の
工
夫
を
要
望
す
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備

計
画
目
標
数
で
さ
え
不
十
分

質
問

ひ
ら
か
た
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
２１
（
第
９
期
）

で
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
目
標
数
と
同
計
画
策

定
時
の
待
機
者
数
を
聞
く
。

答
弁

同
計
画
で
は
、
地
域

密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
１
か
所
で
２９
床
な
ど
計
３９

床
の
整
備
を
見
込
み
、
待
機

者
数
は
５
２
９
人
で
あ
る
。

要
望
等

第
８
期
計
画
で
８７

床
必
要
な
と
こ
ろ
２９
床
し
か

整
備
さ
れ
ず
、
求
め
て
い
る

人
に
対
し
て
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
で
き
て
い
な
い
。

第
９
期
計
画
は
目
標
数
さ
え

不
十
分
で
あ
る
と
意
見
す
る
。

質
問

３
月
１
日
の
平
和
の

日
記
念
事
業
は
、
多
く
の
市

民
が
参
画
し
、
戦
争
の
悲
惨

さ
や
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る

た
め
に
非
常
に
意
味
の
あ
る

機
会
で
あ
る
。
若
い
世
代
の

参
画
を
促
す
た
め
の
６
年
度

の
取
組
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
小
・
中
学
校
に
よ
る
平

和
学
習
の
発
表
を
、
平
和
の

あ
か
り
燈
火
で
は
、
大
学
生
に
よ
る

実
行
委
員
会
形
式
で
、
小
学

生
に
よ
る
キ
ャ
ン
ド
ル
カ
ッ

プ
制
作
な
ど
を
実
施
す
る
。

要
望
等

同
事
業
が
、
若
者

や
子
ど
も
た
ち
と
連
携
し
継

続
す
る
こ
と
を
強
く
願
う
。

居場所づくり
学
校
が
全
児
童
・
生
徒
の

居
場
所
と
な
る
支
援
を

質
問

本
来
、学
校
が
全
て
の

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
な

る
必
要
が
あ
る
が
、
登
校
し

た
く
て
も
で
き
な
い
児
童
、

生
徒
に
と
っ
て
学
校
以
外
の

居
場
所
が
増
え
る
こ
と
は
よ

い
こ
と
で
あ
る
。ル
ポ（
＊
３
）

が
提
供
す
る
学
び
を
聞
く
。

答
弁

ル
ポ
で
は
、
個
別
学

習
や
グ
ル
ー
プ
で
の
体
験
活

動
、
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
、

個
々
の
学
び
に
合
わ
せ
た
教

育
内
容
を
提
供
し
て
い
る
。

要
望
等

全
て
の
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
と
な
る
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
な
学
校
に
変
わ

る
た
め
に
、
学
校
へ
の
支
援

の
充
実
も
要
望
す
る
。

市
民
意
見
を
取
り
入
れ
た

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
公
園
を

質
問

公
園
の
あ
そ
び
場
整

備
事
業
に
森
林
環
境
基
金
を

活
用
す
る
理
由
を
聞
く
。

答
弁

公
園
に
木
製
遊
具
等

の
整
備
を
行
う
た
め
で
あ
る
。

要
望
等

自
然
の
ぬ
く
も
り

を
感
じ
る
木
製
遊
具
の
整
備

も
良
い
取
組
だ
が
、
様
々
な

市
民
の
幅
広
い
意
見
を
取
り

入
れ
て
、
誰
も
が
楽
し
く
安

心
し
て
利
用
で
き
る
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ（
＊
４
）な
公
園
の

整
備
を
要
望
す
る
。

ＳＮＳ相談アプリ
「ぽーち」の画面イメージ

各種女性相談を実施する
「男女共生フロア・ウィル」キャンドルカップを点灯する親子
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質
問

小
・
中
学
生
に
１
人

１
台
配
備
し
て
い
る
端
末
の

リ
ー
ス
契
約
が
７
年
度
に
更

新
を
迎
え
る
。
活
用
状
況
と

更
新
へ
の
動
向
を
聞
く
。

答
弁

イ
ン
ス
ト
ー
ル
可
能

な
ア
プ
リ
が
１
０
０
以
上
用

意
さ
れ
、
課
題
解
決
の
た
め

自
由
に
選
択
で
き
る
環
境
で

あ
り
、
小
学
６
・
中
学
３
年

生
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、

授
業
で
ほ
ぼ
毎
日
活
用
す
る

と
の
回
答
が
９
割
を
超
え
た
。

更
新
に
向
け
て
、
府
の
共
同

調
達
会
議
体
に
参
加
す
る
が
、

６
年
度
の
契
約
自
治
体
が
少

な
く
、
単
独
で
の
調
達
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

結
婚
等
新
生
活
支
援
事
業

補
助
要
件
の
緩
和
を

質
問

本
市
へ
の
定
住
促
進

に
係
る
結
婚
等
新
生
活
支
援

事
業
は
、
実
績
件
数
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
と
感
じ
る
。
よ

り
多
く
の
人
が
補
助
金
の
交

付
対
象
と
な
る
よ
う
、
年
齢

や
所
得
な
ど
に
係
る
補
助
要

件
を
緩
和
し
て
は
ど
う
か
と

考
え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

答
弁

こ
れ
ま
で
も
前
年
度

所
得
の
取
扱
い
や
婚
姻
の
対

象
期
間
に
係
る
要
件
緩
和
を

実
施
し
て
き
た
が
、今
後
も
、

転
入
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、

検
討
し
て
い
く
。

特
別
史
跡
の
百
済
寺
跡

国
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
進
め
る
べ
き

質
問

特
別
史
跡
百
済
寺
跡

再
整
備
事
業
の
シ
ン
ボ
ル
的

な
存
在
で
あ
る
築
地
塀
は
、

５
年
度
中
に
完
成
を
迎
え
る
。

百
済
寺
跡
の
、
国
内
外
へ
の

今
後
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
を
聞
く
。

答
弁

多
く
の
人
に
百
済
寺

跡
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、

魅
力
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
特
設
サ
イ
ト
を

作
成
し
、
説
明
板
の
内
容
を

多
言
語
化
し
、
解
説
を
掲
載

す
る
な
ど
、
国
内
外
の
人
々

が
、
広
く
理
解
で
き
る
よ
う

啓
発
を
進
め
て
い
く
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

質
問

６
年
度
予
算
に
つ
い

て
、
編
成
し
た
際
の
考
え
方

や
主
な
特
徴
を
聞
く
。

答
弁

市
民
一
人
一
人
が
将

来
に
わ
た
っ
て
幸
せ
を
実
感

で
き
る
よ
う
、
子
育
て
世
帯

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
施
策

の
一
層
の
充
実
と
市
駅
周
辺

再
整
備
を
最
重
点
施
策
と
し

て
強
力
に
推
し
進
め
る
と
す

る
方
針
の
下
、
予
算
編
成
を

行
っ
た
。

他
市
避
難
所
へ
の
職
員
派
遣

備
蓄
施
策
に
知
見
の
反
映
を

質
問

防
災
備
蓄
倉
庫
管
理

経
費
１
４
３
０
万
９
千
円
の

概
要
を
聞
く
。

答
弁

備
蓄
品
購
入
費
と
し

て
、
主
に
消
費
期
限
が
あ
る

備
蓄
品
に
８
８
０
万
円
、
ま

た
、
諸
経
費
と
し
て
、
第
一

次
避
難
所
の
発
電
機
に
係
る

費
用
等
に
３
３
０
万
円
な
ど

を
計
上
し
て
い
る
。

要
望
等

予
算
規
模
が
小
さ

く
不
十
分
と
感
じ
る
。
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
発
災
当

初
、
避
難
所
の
物
資
不
足
が

報
道
さ
れ
た
が
、
市
か
ら
現

地
避
難
所
に
職
員
派
遣
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
で
得

ら
れ
た
知
見
を
備
蓄
施
策
に

反
映
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

避
難
所
で
も
あ
る
学
校
施
設

計
画
的
な
整
備
を

質
問

小
・
中
学
校
に
係
る

学
校
園
施
設
改
善
事
業
の
主

な
内
容
を
聞
く
。

答
弁

学
校
整
備
計
画
に
基

づ
く
校
舎
の
外
壁
等
の
改
修

や
教
室
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

等
の
更
新
、
学
校
施
設
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
等
に
関
す

る
方
針
に
基
づ
く
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
、
水
は
け
不
良
が

生
じ
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

改
修
な
ど
で
あ
る
。

要
望
等

子
ど
も
た
ち
の
学

習
環
境
を
よ
り
よ
い
も
の
に

す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
学

校
施
設
は
災
害
時
の
避
難
所

で
も
あ
る
。
地
域
の
方
々
に

も
よ
い
環
境
と
な
る
よ
う
、

計
画
的
な
整
備
を
要
望
す
る
。

�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

質
問

長
尾
駅
周
辺
地
区
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
の
内
容

と
、
国
の
補
助
金
活
用
に
つ

い
て
聞
く
。

答
弁

同
事
業
は
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
必
要
な
規
模
等
を

検
討
す
る
た
め
の
基
礎
調
査

や
、
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
補

足
す
る
整
備
イ
メ
ー
ジ
作
成

の
業
務
委
託
を
行
う
も
の
で
、

国
の
街
路
交
通
調
査
費
補
助

金
を
活
用
す
る
。

要
望
等

東
部
地
域
の
拠
点

に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
へ
、
各
段
階
に
応

じ
た
市
の
支
援
を
要
望
す
る
。

ひとり親家庭
支援システム
周
知
と
利
用
促
進
で

子
育
て
世
帯
定
住
へ

質
問

ひ
と
り
親
家
庭
支
援

シ
ス
テ
ム
運
営
事
業
の
内
容

は
、
ス
マ
ホ
等
を
活
用
し
た

ひ
と
り
親
家
庭
応
援
ガ
イ
ド

や
ひ
と
り
親
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
必
要
と

す
る
人
へ
の
周
知
や
利
用
促

進
に
向
け
た
取
組
を
聞
く
。

答
弁

手
引
を
作
成
し
、
相

談
や
支
援
の
関
係
部
署
等
で

配
付
す
る
ほ
か
、
児
童
扶
養

手
当
の
更
新
案
内
発
送
時
に

チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い
る
。

要
望
等

子
育
て
世
帯
定
住

に
向
け
、
ひ
と
り
親
の
子
育

て
に
も
優
し
い
ま
ち
と
し
て

周
知
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

企業会計
予 算
経
営
状
況
等
が

分
か
り
や
す
い
表
記
を

質
問

企
業
会
計
の
当
初
予

算
は
、
支
出
が
収
入
を
上
回

り
赤
字
を
計
上
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。収
益
的
収
支
、

資
本
的
収
支
に
区
分
し
て
い

る
と
い
う
が
、状
況
を
聞
く
。

答
弁

水
道
・
下
水
道
事
業

会
計
の
収
益
的
収
支
は
黒
字

だ
が
、
病
院
事
業
会
計
の
同

収
支
は
赤
字
で
あ
る
。ま
た
、

３
会
計
の
資
本
的
収
支
の
不

足
額
は
、
積
立
金
や
留
保
資

金
等
で
補
塡
す
る
た
め
、
財

源
不
足
は
生
じ
な
い
。

要
望
等

企
業
会
計
の
ル
ー

ル
に
基
づ
く
経
営
状
況
が
分

か
り
や
す
い
表
記
を
求
め
る
。

枚
方
議
会
５
面

０
５
０
１
０
５

井
❶
藤
❷
藤
❸
井
❹
井
❺
井
❻
井
❼
井

市職員の避難所派遣活動
（令和６年能登半島地震の避難所） １人１台端末を活用した授業長尾駅周辺の市街化調整区域

質
問

市
は
、
予
算
編
成
過

程
で
発
災
し
た
能
登
半
島
地

震
を
踏
ま
え
た
予
算
案
の
修

正
も
、
改
め
て
の
検
証
、
検

討
も
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

次
の
被
災
は
私
た
ち
で
あ
る

危
険
性
が
高
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
危
機
感
が
全
く
感
じ

ら
れ
な
い
。
市
民
の
命
を
守

る
の
が
使
命
で
あ
る
市
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

こ
れ
ま
で
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
防
災
・

減
災
対
策
に
万
全
を
期
す
。

要
望
等

大
規
模
災
害
へ
の

備
え
は
最
優
先
課
題
で
あ
る
。

防
災
力
向
上
の
取
組
と
必
要

な
予
算
措
置
を
要
望
す
る
。

産後ケア事業
低
水
準
の
委
託
料

さ
ら
に
見
直
し
の
考
え
は

質
問

産
後
ケ
ア
事
業
は
他

市
に
先
駆
け
た
取
組
な
が
ら
、

今
は
追
い
越
さ
れ
た
感
が
あ

る
。
今
回
、
委
託
料
単
価
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
が
、
北
摂

地
域
に
比
べ
低
水
準
で
あ
る
。

見
直
す
考
え
は
な
い
の
か
。

答
弁

委
託
料
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
様
々
な
要
因
を
検

討
し
た
上
で
設
定
し
た
。
今

後
も
、
他
市
の
状
況
等
を
踏

ま
え
必
要
に
応
じ
検
討
す
る
。

要
望
等

適
切
な
経
費
を
負

担
し
、
地
域
の
助
産
所
等
の

専
門
性
を
有
効
に
活
用
で
き

る
事
業
展
開
を
要
望
す
る
。

万博無料招待
寄
附
金
が
原
資
の
基
金
を

充
当
す
べ
き
で
は
な
い

質
問

大
阪
・
関
西
万
博
へ

の
子
ど
も
の
２
回
目
無
料
招

待
事
業
の
財
源
に
、
寄
附
が

原
資
の
こ
ど
も
夢
基
金
の
活

用
を
決
定
し
た
理
由
を
聞
く
。

答
弁

子
ど
も
た
ち
の
万
博

会
場
で
の
体
験
が
同
基
金
活

用
要
件
に
合
致
し
て
お
り
、

事
業
効
果
等
を
査
定
し
た
上

で
採
択
し
た
。

要
望
等

寄
附
者
の
特
別
な

負
担
で
あ
る
財
源
を
充
て
る

独
自
性
や
必
要
性
等
が
あ
る

と
は
言
え
な
い
事
業
に
、
同

基
金
を
充
当
す
べ
き
で
な
い
。

質
問

市
駅
前
行
政
サ
ー
ビ

ス
フ
ロ
ア
６
階
で
は
乳
幼
児

健
診
等
が
行
わ
れ
る
が
、
駐

車
場
と
６
階
は
接
続
し
て
お

ら
ず
、
３
階
か
ら
５
階
の
接

続
に
は
階
段
が
あ
る
と
聞
く
。

３
階
以
上
で
駐
車
し
た
場
合
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
同
フ

ロ
ア
６
階
へ
行
く
に
は
、
駐

車
場
棟
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
一

旦
２
階
ま
で
降
り
る
必
要
が

あ
る
。こ
の
動
線
に
つ
い
て
、

市
長
は
い
つ
知
っ
た
の
か
。

子
育
て
世
代
か
ら
選
ば
れ
る

ま
ち
を
目
指
す
決
意
に
照
ら

し
た
見
解
を
聞
く
。

答
弁

動
線
の
問
題
は
、
再

開
発
組
合
と
の
調
整
の
段
階

で
把
握
し
た
が
、
残
念
な
状

況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

老
朽
化
水
路
の
修
繕
経
費

予
算
確
保
は
十
分
な
の
か

質
問

老
朽
化
し
た
水
路
の

補
修
等
予
算
は
、
僅
か
７
４

０
万
１
０
０
０
円
と
い
う
。

大
災
害
が
起
き
て
い
な
い
か

ら
か
、
こ
う
し
た
目
立
た
な

い
事
業
を
後
回
し
に
し
、
万

博
無
料
招
待
や
小
学
校
給
食

無
償
化
に
つ
い
て
は
議
論
も

な
く
多
額
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
予
算
編

成
で
は
、
万
が
一
の
大
雨
で

水
路
が
損
傷
し
周
辺
の
住
宅

が
浸
水
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

市
長
は
本
当
に
市
民
の
安
全
、

安
心
を
守
る
気
が
あ
る
の
か
。

答
弁

市
民
の
安
全
、
安
心

を
守
る
の
は
自
治
体
の
重
要

な
役
目
と
考
え
て
い
る
。

認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り

取
組
体
制
の
強
化
を

質
問

認
知
症
高
齢
者
の
見

守
り
に
係
る
取
組
を
聞
く
。

答
弁

衣
服
等
に
貼
付
す
る

み
ま
も
り
あ
い
ス
テ
ッ
カ
ー

等
の
配
布
や
行
方
不
明
時
の

情
報
を
介
護
事
業
者
等
に
一

斉
に
伝
え
早
期
発
見
に
繋
げ

る
徘
徊
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
。

要
望
等

他
市
も
参
考
に
、

当
事
者
に
寄
り
添
い
見
守
り

を
強
化
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

質
問

学
校
水
泳
授
業
民
間

活
用
事
業
に
係
る
計
画
を
策

定
す
る
と
い
う
が
、
民
間
施

設
に
よ
る
受
入
れ
が
困
難
な

地
域
は
あ
る
の
か
。

答
弁

本
事
業
で
は
、
民
間

施
設
に
よ
る
受
入
れ
の
ほ
か
、

民
間
か
ら
の
指
導
者
派
遣
の

形
態
も
実
施
し
て
お
り
、様
々

な
形
態
を
検
討
し
な
が
ら
計

画
を
策
定
す
る
。

要
望
等

民
間
活
用
の
実
施

の
有
無
で
児
童
の
泳
力
に
差

が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

屋
内
プ
ー
ル
の
誘
致
を
含
め

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検
討
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

障
害
の
あ
る
児
童
に
も

施
設
選
択
の
自
由
を

質
問

私
立
保
育
園
が
障
害

の
あ
る
児
童
を
受
け
入
れ
た

際
の
職
員
加
配
に
係
る
補
助

の
内
容
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

特
別
児
童
扶
養
手
当

１
級
児
を
受
入
れ
た
際
は
１

人
当
た
り
年
額
３
０
０
万
円

を
支
給
す
る
な
ど
、
要
件
に

応
じ
た
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

要
望
等

障
害
の
あ
る
児
童

の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
公
私

バ
ラ
ン
ス
を
平
準
化
し
、
障

害
の
あ
る
児
童
も
自
由
に
施

設
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
職

員
確
保
に
苦
慮
す
る
私
立
保

育
園
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
の

充
実
、
ま
た
私
立
幼
稚
園
と

の
連
携
を
要
望
す
る
。

市
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
に

適
切
な
予
算
計
上
を

質
問

経
常
経
費
（
＊
７
）

の
配
分
額
に
対
す
る
考
え
方

を
聞
く
。

答
弁

基
本
的
に
新
規
事
業

等
の
経
費
を
臨
時
的
経
費
と

し
て
個
別
に
査
定
し
、
金
額

が
確
定
す
れ
ば
、
以
降
の
年

度
に
経
常
経
費
に
算
入
す
る
。

要
望
等

新
規
事
業
も
重
要

だ
が
、
昨
今
の
物
価
高
騰
を

踏
ま
え
、
市
民
の
暮
ら
し
に

身
近
な
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て

適
切
に
予
算
計
上
を
行
わ
な

い
と
、
市
民
満
足
度
の
低
下

に
つ
な
が
る
と
意
見
す
る
。

市駅前行政サービスフロアを
開設予定のビル（中央奥のビル）

民間施設を利用して実施した
水泳授業の様子 産後ケア事業のパンフレット

質
問

通
級
指
導
教
室
設
置

校
に
加
え
、
市
独
自
の
少
人

数
学
級
編
制
に
必
要
な
講
師

不
足
の
対
応
に
も
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
増
員
し
配

置
す
る
と
い
う
が
、
人
員
確

保
の
見
込
み
を
聞
く
。

答
弁

特
別
支
援
教
育
支
援

員
は
小・中
学
校
合
わ
せ
て
４９

校
に
増
員
、
全
て
の
学
校
に

配
置
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

要
望
等

緊
急
対
応
と
し
て

支
援
員
を
配
置
す
る
と
い
う

が
、
今
後
は
適
切
な
人
材
を

確
保
し
、
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト

加
配（
＊
５
）を
必
ず
実
施
で

き
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

河川環境調査
国
の
暫
定
指
針
値
を
超
過

調
査
の
積
極
的
な
取
組
を

質
問

河
川
の
環
境
調
査
の

結
果
、
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

ピ
ー
フ
ォ
ス

ピ
ー
フ
ォ
ア

の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が

国
の
暫
定
指
針
値
を
超
過
し

て
い
た
と
い
う
が
、
６
年
度

の
測
定
計
画
を
聞
く
。

答
弁

基
準
点
等
７
地
点
に

つ
い
て
２
年
間
で
測
定
し
た

が
、
そ
の
う
ち
５
地
点
に
お

い
て
暫
定
指
針
値
を
超
え
て

い
た
た
め
、
６
年
度
か
ら
毎

年
度
、
基
準
点
等
全
７
地
点

で
測
定
を
実
施
す
る
。

ピ
ー
フ
ォ
ス

要
望
等

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
調

査
の
積
極
的
な
情
報
提
供
と

血
中
濃
度
に
係
る
疫
学
的
調

査
の
実
施
も
要
望
す
る
。

子ども食堂
補
助
区
分
の
拡
充
に
加
え

さ
ら
な
る
支
援
の
検
討
も

質
問

子
ど
も
食
堂
に
対
す

る
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
、

６
年
度
の
拡
充
内
容
を
聞
く
。

答
弁

同
食
堂
に
お
け
る
提

供
食
数
が
増
加
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
現
在
の
２０
食

未
満
、
２０
食
以
上
と
い
う
区

分
に
加
え
、
４０
食
以
上
を
準

備
す
る
団
体
に
対
し
、
実
施

１
回
に
つ
き
１
万
円
を
交
付

す
る
補
助
区
分
を
追
加
す
る
。

要
望
等

補
助
区
分
の
拡
充

に
つ
い
て
は
歓
迎
す
る
声
を

聞
く
が
、
物
価
高
騰
や
実
施

状
況
を
見
て
、
さ
ら
な
る
支

援
の
検
討
も
要
望
す
る
。

質
問

国
が
学
校
給
食
費
の

無
償
化
に
向
け
て
検
討
す
る

中
、本
市
は
そ
れ
に
先
立
ち
、

小
学
校
で
６
年
度
２
学
期
か

ら
無
償
化
を
行
う
と
い
う
。

実
施
自
体
に
は
賛
成
だ
が
、

毎
年
約
８
億
円
も
の
予
算
が

必
要
と
な
る
た
め
、
安
定
財

源
を
確
保
し
た
上
で
の
実
施

を
要
望
し
て
き
た
。
６
年
度

か
ら
実
施
す
る
理
由
を
聞
く
。

答
弁

子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
優
先
度
が
高
い
た
め
、

国
の
動
き
や
市
の
財
政
状
況

を
踏
ま
え
て
判
断
し
た
。

要
望
等

無
償
化
の
実
施
で
、

他
の
必
要
な
子
育
て
・
高
齢

者
福
祉
施
策
等
が
実
施
困
難

と
な
ら
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
等
通
所
支
援

高
等
学
校
卒
業
後
も
支
援
を

質
問

医
療
的
ケ
ア
児
等
へ

の
支
援
を
要
望
し
て
き
た
が
、

通
所
先
確
保
の
た
め
、
看
護

師
配
置
に
係
る
助
成
を
継
続

す
る
こ
と
は
評
価
す
る
。
６

年
度
の
助
成
内
容
と
支
援
へ

の
考
え
を
聞
く
。

答
弁

３
か
所
へ
の
助
成
を

想
定
し
て
い
る
。
今
後
、
社

会
参
加
促
進
の
観
点
か
ら
成

人
も
含
め
医
療
的
ケ
ア
を
要

す
る
方
の
幅
広
い
支
援
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
取
り
組
む
。

要
望
等

高
等
学
校
卒
業
後

も
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
困
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
よ
り
一
層

の
支
援
を
要
望
す
る
。

み
ま
も
り
あ
い
ス
テ
ッ
カ
ー

早
期
に
無
償
配
布
の
実
現
を

質
問

み
ま
も
り
あ
い
ス
テ

ッ
カ
ー（
＊
６
）の
利
用
料
等

を
補
助
し
て
い
る
が
、
利
用

者
は
少
な
い
。
無
償
配
布
の

他
市
事
例
も
紹
介
し
て
き
た

が
、６
年
度
の
取
組
を
聞
く
。

答
弁

利
用
者
家
族
等
に
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
他
市
の

状
況
も
参
考
に
し
て
、
利
用

者
負
担
の
な
い
ス
テ
ッ
カ
ー

の
作
成
を
検
討
し
て
い
る
。

要
望
等

早
期
の
実
現
を
要

望
す
る
。

予
算
特
別
委
員
長に
ふ

ま
こ
と

丹
生

真
人

市
民
の
立
場
に
立
っ
て

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

本
特
別
委
員
会
で
は
、
５

日
間
に
わ
た
り
各
委
員
か
ら

熱
心
な
質
疑
と
、
有
意
義
な

提
言
が
多
く
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
算
執
行
に
お
い

て
は
、
各
委
員
か
ら
出
さ
れ

た
数
々
の
意
見
や
提
言
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
市
民
の

立
場
に
立
つ
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
生
み
出
す
市
政
運
営

に
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し

ま
す
。

〈
委
員
長
の
主
な
経
歴
〉

平
成
２３
年
初
当
選
、
現
在

４
期
目
、
公
明
党
議
員
団
所

属
、
５８
歳
、
監
査
委
員
、
総

務
常
任
委
員
長
等
を
歴
任
。

市
民
の
暮
ら
し
を
顧
み
な
い

４
会
計
の
予
算
案
に
反
対

広
瀬
委
員

物
価
高
騰
の
中
、

市
民
の
暮
ら
し
の
支
援
に
焦

点
を
当
て
る
べ
き
で
あ
る
。

一
般
会
計
予
算
案
は
、
1

⑤
街
区
（
＊
８
）
庁
舎
あ
り

き
で
進
め
る
人
口
減
少
時
代

に
過
剰
な
開
発
計
画
、
2
北

部
リ
ー
フ
の
廃
止
と
地
域
拠

点
の
設
置
、
拡
大
の
取
組
破

棄
、
3
人
権
政
策
室
の
体
制

弱
体
化
、
4
公
立
保
育
所
つ

ぶ
し
と
、
正
職
員
保
育
士
確

保
の
課
題
、
5
解
消
す
べ
き

学
校
職
場
の
人
員
不
足
、
6

こ
ど
も
夢
基
金
を
活
用
し
た

大
阪
・
関
西
万
博
の
２
回
目

無
料
招
待
、
7
行
革
課
題
と

し
て
水
道
料
金
等
の
福
祉
減

免
廃
止
の
提
示
、
8
不
十
分

な
高
齢
者
の
暮
ら
し
の
支
援
、

補
聴
器
購
入
補
助
や
交
通
運

賃
助
成
の
未
実
施
、
9
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整
備
し

な
い
ま
ま
予
算
減
額
さ
れ
た

状
況
、
10
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ

ス
補
助
金
の
廃
止
、
11
災
害

時
対
応
を
踏
ま
え
見
直
す
べ

き
一
般
ご
み
収
集
の
完
全
民

間
委
託
化
、
12
一
層
努
力
す

べ
き
地
域
交
通
の
空
白
克
服
、

13
王
仁
公
園
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ

Ｆ
Ｉ
（
＊
９
）
に
係
る
不
十

分
な
議
会
説
明
な
ど
、
問
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

ま
た
、
保
険
料
を
引
き
上

げ
る
国
民
健
康
保
険
、
介
護

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

３
特
別
会
計
予
算
案
に
は
反

対
、
他
の
特
別
・
企
業
会
計

予
算
案
に
は
賛
成
す
る
。

市
民
、議
会
と
の
対
話
求
め

全
会
計
予
算
案
に
賛
成

長
友
委
員

保
育
所
・
園
の

一
時
預
か
り
拡
充
、
学
校
体

育
館
空
調
・
都
市
計
画
道
路

整
備
等
、市
民
や
議
会
の
要
望

が
一
定
反
映
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
、総
合
的
に
判
断
し
、

全
会
計
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

た
だ
し
、
今
後
、
小
学
校

給
食
の
無
償
化
等
々
、
大
き

な
財
政
負
担
も
見
え
て
い
る

中
、
健
全
な
状
態
を
維
持
で

き
る
と
す
る
長
期
財
政
の
見

通
し
は
過
信
す
べ
き
で
な
い
。

生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
予
算

を
確
保
し
た
上
で
、
収
支
状

況
を
見
極
め
、
将
来
負
担
に

留
意
し
た
真
の
「
強
固
な
財

政
状
況
」
を
実
現
す
る
施
策

展
開
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

個
別
事
業
で
は
、
1
市
独

自
の
災
害
備
蓄
品
の
確
保
、

2
ひ
ら
か
た
万
博
事
業
へ
の

成
果
指
標
の
設
定
、
3
児
童

育
成
支
援
拠
点
の
開
設
日
増

や
送
迎
支
援
、
4
不
登
校
支

援
に
係
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

授
業
料
支
援
、
5
街
か
ど
健

康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
適
切

な
支
援
、
6
誰
も
が
利
用
で

き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園

の
整
備
、
7
市
立
ひ
ら
か
た

病
院
の
看
護
師
確
保
へ
の
環

境
整
備
―
等
を
要
望
す
る
。

な
お
、
十
分
に
議
論
を
重

ね
な
い
ま
ま
公
約
事
業
を
実

施
に
移
す
姿
勢
は
問
題
で
あ

り
、
幅
広
い
市
民
、
議
会
の

意
見
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

対
話
を
し
な
が
ら
意
思
形
成

を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

小学校の授業風景小学校給食

＊
１

紹
介
率
…
初
診
患
者
に
お
け
る
他
の
病
院
等
か
ら

紹
介
状
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
患
者
の
割
合
の
こ
と
。

＊
２

逆
紹
介
率
…
初
診
患
者
に
お
け
る
他
の
病
院
等
に

紹
介
し
た
患
者
の
割
合
の
こ
と
。

＊
３

ル
ポ
…
家
庭
と
学
校
と
の
中
間
的
な
場
を
提
供
し
、

不
登
校
状
態
に
あ
る
児
童
、
生
徒
の
社
会
的
自
立
へ
の
援

助
及
び
指
導
を
行
う
場
所
。

＊
４

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
…
様
々
な
背
景
を
持
つ
あ
ら
ゆ

る
人
が
排
除
さ
れ
な
い
こ
と
。
包
摂
的
な
、
全
て
を
包
み

込
む
よ
う
な
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

＊
５

ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
加
配
…
支
援
学
級
児
童
を
含
ん

で
市
独
自
の
少
人
数
学
級
編
制
に
伴
い
学
級
数
が
増
え
る

学
校
に
対
し
、
市
費
任
期
付
講
師
を
加
配
す
る
制
度
の
こ

と
。

＊
６

み
ま
も
り
あ
い
ス
テ
ッ
カ
ー
…
認
知
症
等
に
よ
る

徘
徊
で
行
方
不
明
と
な
っ
た
際
の
早
期
保
護
等
の
た
め
、

利
用
者
が
衣
服
や
バ
ッ
グ
に
貼
付
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
の
こ

と
。発
見
者
が
ス
テ
ッ
カ
ー
記
載
の
電
話
番
号
に
連
絡
し
、

事
前
登
録
者
に
連
絡
で
き
る
。

＊
７

経
常
経
費
…
毎
年
度
恒
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費

（
人
件
費
、
法
定
扶
助
費
、
公
債
費
を
除
く
）
の
こ
と
。

＊
８

街
区
…
市
駅
周
辺
再
整
備
で
は
、
枚
方
市
駅
周
辺

を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で
の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定
め
、

再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て
は
左
図
の
と
お
り
。

＊
９

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
公
募
設
置
管
理
制
度
）
…

都
市
公
園
に
お
い
て
飲
食
店
、
売
店
等
の
公
園
施
設
の
設

置
ま
た
は
管
理
を
行
う
民
間
事
業
者
を
、
公
募
に
よ
り
選

定
す
る
手
続
の
こ
と
。
事
業
者
が
設
置
す
る
施
設
か
ら
得

ら
れ
る
収
益
を
公
園
整
備
に
還
元
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

事
業
者
に
は
都
市
公
園
法
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
。

＜ ５ ＞ 令和６年（２０２４年）５月１日 枚 方 市 議 会 報 第３５０号



？

　市
し

民
みん

は、市
しちょう

長と議
ぎ

員
いん

を選
せん

挙
きょ

で選
えら

び

ます。議
ぎ

員
いん

全
ぜん

員
いん

が集
あつ

まって開
ひら

く会
かい

議
ぎ

では、市
しちょう

長や部
ぶちょう

長なども出
しゅっ

席
せき

し、

市
しちょう

長が提
てい

案
あん

した予
よ

算
さん

（＝お金
かね

の使
つか

い

道
みち

）や条
じょうれい

例（＝市
し

のとりきめ）を市
し

議
ぎ

会
かい

で話
はな

し合
あ

い、賛
さん

成
せい

・反
はん

対
たい

を多
た

数
すう

決
けつ

で決
き

めます。

　そして、会
かい

議
ぎ

で決
き

まったことが市
し

役
やく

所
しょ

で進
すす

められていきます。

　市
し

役
やく

所
しょ

の仕
し

事
ごと

が正
ただ

しく行
おこな

われているかをチェックしたり、仕
し

事
ごと

の状
じょう

況
きょう

を聞
き

いたり、問
もん

題
だい

点
てん

の指
し

摘
てき

や仕
し

事
ごと

の提
てい

案
あん

をしたりもします。

　このほかに、委
い

員
いん

会
かい

で会
かい

議
ぎ

を開
ひら

いたり、ほかの市
しちょうそん

町村へ行
い

って、枚
ひら

方
かた

市
し

のまちづくりに生
い

かせることがないか調
ちょうさ

査したりしています。

◆委
い

員
いん

会
かい

の種
しゅ

類
るい

（議
ぎ

員
いん

はいずれかの委
い

員
いん

になります）

総
そう む

務常
じょうにんいいんかい

任委員会…危
き

機
き

管
かん

理
り

、商
しょう

工
こう

業
ぎょう

、文
ぶん

化
か

、農
のう

業
ぎょう

、スポーツ　など

教
きょういくこそだ

育子育て常
じょうにんいいんかい

任委員会…子
こ

育
そだ

て、教
きょういく

育、給
きゅう

食
しょく

　など

市
し み ん ふ く し

民福祉常
じょうにんいいんかい

任委員会…税
ぜい

金
きん

、健
けん

康
こう

、福
ふく

祉
し

、病
びょういん

院　など

建
けんせつかんきょう

設環境常
じょうにんいいんかい

任委員会…環
かんきょう

境、まちづくり、道
どう

路
ろ

、水
すい

道
どう

、公
こう

園
えん

　など

　担
たん

当
とう

する分
ぶん

野
や

によって委
い

員
いん

会
かい

は分
わ

けられています。

市
し

議
ぎ

会
かい

のほかの仕
し

事
ごと

を教
おし

えて。

市
し

民
みん

市
し

長
ちょう市

し

議
ぎ

会
かい

（議
ぎ

員
いん

）

市
し

民
みん

の意
い

見
けん

を
聞
き

く

選
せん

挙
きょ

で
選
えら

ぶ
選
せん

挙
きょ

で
選
えら

ぶ

市
し

民
みん

の暮
く

らしが
よくなる仕

し

事
ごと

を
する

市
し

の予
よ

算
さん

や条
じょうれい

例などを提
てい

案
あん

する

市
し

の予
よ

算
さん

や条
じょうれい

例などを決
き

める

枚
方
議
会
６
面

０
５
０
１
０
６

井
❶
藤
❷
藤
❸
藤
❹
井
❺
井

両
議
案
は
、
３
月
６
日
の

本
会
議
で
市
民
福
祉
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

８
日
の
同
委
員
会
で
審
査
が

行
わ
れ
、
原
案
可
決
と
す
べ

き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２８
日
の
本
会
議
で

一
原
明
美
市
民
福
祉
常
任
委

員
長
か
ら
審
査
内
容
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

議
案
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

今
回
の
改
正
は
、

①
府
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
に
基
づ
き
、
６
年
度
に
府

内
市
町
村
で
保
険
料
を
統
一

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
６
年

度
以
降
の
保
険
料
率
等
を
市

町
村
標
準
保
険
料
率
と
す
る

た
め
、
②
６
年
度
に
退
職
者

医
療
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
退
職
被
保
険
者

に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正

今
回
の
改
正
は
、
第
９

期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
期

間
で
あ
る
６
年
度
か
ら
８
年

度
ま
で
の
保
険
料
率
を
改
定

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

国
保
料
と
介
護
保
険
料

公
平
、公
正
な
徴
収
を

質
問

国
民
健
康
保
険
料
及

び
介
護
保
険
料
の
差
押
え
に

係
る
事
務
手
続
を
聞
く
。

答
弁

前
者
は
、
財
産
調
査

で
差
押
さ
え
可
能
な
財
産
が

判
明
し
た
場
合
、
速
や
か
に

差
し
押
さ
え
て
お
り
、
後
者

に
係
る
同
調
査
及
び
差
押
さ

え
は
、
債
権
回
収
課
に
移
管

し
て
実
施
し
て
い
る
。
両
保

険
料
と
も
法
令
を
遵
守
し
て

滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い
る
。

要
望
等

今
後
も
両
保
険
料

の
公
平
か
つ
公
正
な
徴
収
事

務
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

介
護
保
険
料

府
内
自
治
体
と
比
較
し
た

本
市
の
基
準
月
額
の
状
況
は

質
問

ひ
ら
か
た
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
２１
（
第
９
期
）

の
介
護
保
険
料
基
準
月
額
は

６
２
７
６
円
で
、
第
８
期
か

ら
は
６
・
３
％
増
と
な
る
が
、

府
内
自
治
体
と
比
較
し
た
際

の
本
市
の
状
況
を
聞
く
。

答
弁

６
年
２
月
時
点
の
府

内
３３
市
中
３０
市
の
同
基
準
月

額
は
最
低
５
９
７
０
円
、
最

高
９
２
４
９
円
、
平
均
６
８

５
３
円
で
あ
る
。
ま
た
、
府

内
の
政
令
指
定
都
市
及
び
中

核
市
９
市
に
お
い
て
、
本
市

は
下
か
ら
２
番
目
と
な
る
。

国
民
健
康
保
険
料

府
内
統
一
に
お
け
る
課
題
は

質
問

国
民
健
康
保
険
を
持

続
可
能
な
も
の
へ
再
構
築
す

る
と
い
う
広
域
化
の
意
義
を

深
め
る
観
点
で
、保
険
料
の
府

内
統
一
に
係
る
課
題
を
聞
く
。

答
弁

予
定
収
納
率（
＊
１
）

の
設
定
が
課
題
と
考
え
る
。

本
市
は
、
統
一
保
険
料
率
算

定
時
よ
り
高
い
予
定
収
納
率

を
設
定
す
る
こ
と
で
、
１
人

当
た
り
の
保
険
料
額
を
抑
制

し
て
き
た
。
統
一
保
険
料
の

適
正
化
の
た
め
、
設
定
手
法

に
つ
い
て
は
、
府
と
協
議
を

行
っ
て
い
く
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

利
用
ニ
ー
ズ
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は

質
問

ひ
ら
か
た
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
２１
（
第
９
期
）

策
定
に
当
た
り
、
市
内
入
所

施
設
の
利
用
ニ
ー
ズ
等
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
と
い
う
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
結
果
を
聞
く
。

答
弁

同
老
人
ホ
ー
ム
１６
事

業
所
か
ら
回
答
が
あ
り
、
直

近
３
年
間
の
利
用
ニ
ー
ズ
の

増
減
に
関
す
る
問
い
で
は
、

「
申
込
み
や
問
合
せ
が
減
っ

て
お
り
、
利
用
ニ
ー
ズ
は
低

い
と
考
え
ら
れ
る
」
が
５６
・

３
％
と
最
も
高
か
っ
た
。

府
の
国
保
特
別
会
計

今
後
は
市
議
会
で
報
告
を

質
問

今
回
の
条
例
改
正
に

よ
り
、
６
年
度
以
降
の
国
民

健
康
保
険
料
率
は
、
市
町
村

標
準
保
険
料
率
に
統
一
さ
れ
、

本
市
で
個
別
に
規
定
す
る
も

の
で
は
な
く
な
る
と
い
う
。

今
後
は
市
議
会
で
保
険
料
の

賛
否
が
問
わ
れ
な
く
な
る
た

め
、
府
の
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
内
容
を
報
告
す
べ

き
だ
が
、
考
え
を
聞
く
。

答
弁

府
の
財
政
に
関
す
る

事
項
は
、
府
議
会
に
お
い
て

民
主
的
手
続
の
下
、
審
査
さ

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

国
民
健
康
保
険

低
所
得
者
層
の
負
担
大

構
造
的
な
問
題
へ
の
対
応
は

質
問

国
民
健
康
保
険
は
、

被
用
者
保
険
に
比
べ
、
低
所

得
者
層
の
保
険
料
負
担
が
大

き
い
と
い
う
構
造
的
な
問
題

が
あ
る
が
、
府
内
保
険
料
完

全
統
一
に
係
る
対
応
を
聞
く
。

答
弁

府
統
一
保
険
料
率
で

あ
る
市
町
村
標
準
保
険
料
率

の
算
定
で
は
、応
能
割（
＊
２
）

よ
り
応
益
割（
＊
３
）の
割
合

が
大
き
い
た
め
、
低
所
得
者

層
の
負
担
が
大
き
く
な
る
。

今
後
も
府
と
市
町
村
の
協
議

の
場
で
、
こ
の
割
合
を
再
検

討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

命
と
健
康
を
守
る
た
め
に

保
険
料
引
上
げ
に
反
対

反
対
討
論

国
民
健
康
保
険

料
は
、
府
内
完
全
統
一
に
向

け
て
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
た

が
、
統
一
に
伴
い
児
童
扶
養

減
免
も
廃
止
さ
れ
、
子
育
て

世
帯
へ
の
大
き
な
負
担
と
な

る
。
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
は
、
ひ
ら
か
た
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
２１
（
第
９
期
）

に
お
い
て
全
被
保
険
者
の
保

険
料
が
引
上
げ
と
な
る
中
、

介
護
離
職
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
多
く
の
待
機
者
が

発
生
し
て
い
る
と
い
っ
た
問

題
が
あ
る
。
物
価
高
騰
に
係

る
厳
し
い
情
勢
下
で
、
命
と

健
康
を
守
る
た
め
に
、
こ
れ

ら
の
保
険
料
の
引
下
げ
と
同

ホ
ー
ム
の
増
設
を
求
め
、
両

議
案
に
反
対
す
る
。

低
所
得
者
層
へ
の
配
慮
と

適
正
な
制
度
運
営
求
め
賛
成

賛
成
討
論

国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て
は
、
受
益
と
負
担

の
公
平
性
の
観
点
で
、
府
と

市
町
村
で
協
議
し
、
保
険
料

の
完
全
統
一
に
取
り
組
ん
で

き
て
お
り
、
本
市
の
み
の
引

下
げ
は
適
当
で
は
な
い
。低
所

得
者
層
へ
の
配
慮
に
、
府
と

市
町
村
の
さ
ら
な
る
協
議
を

求
め
、本
議
案
に
賛
成
す
る
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
段
階
数
の
細
分
化
や

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
取

り
崩
し
、
保
険
料
の
増
額
に

対
す
る
負
担
軽
減
を
図
っ
て

い
る
が
、
高
齢
者
に
は
大
き

な
負
担
で
あ
り
、引
き
続
き
、

市
民
の
理
解
に
向
け
、
適
正

な
制
度
運
営
を
求
め
、
本
議

案
に
賛
成
す
る
。
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③
街
区（
＊
４
）に
開
業
す

る
複
合
施
設
「
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ヒ
ル
枚
方
」
５
階
に
開
設

予
定
の
、
生
涯
学
習
交
流
セ

ン
タ
ー
、
市
駅
前
図
書
館
の

指
定
管
理
者
及
び
指
定
期
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
株
式
会
社
図
書
館
流
通
セ

ン
タ
ー
（
６
年
６
月
１
日
か

ら
１０
年
３
月
３１
日
ま
で
の
３

年
１０
か
月
間
）

市
駅
前
図
書
館

指
定
管
理
者
で
は
な
く

市
が
直
接
運
営
す
べ
き

質
問

コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
等

の
面
で
民
間
の
優
位
性
が
分

か
り
に
く
い
中
、
市
駅
前
図

書
館
に
は
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
も

な
く
、
そ
の
役
割
は
中
央
図

書
館
が
担
う
と
い
う
。
指
定

管
理
者
だ
け
で
基
本
的
な
業

務
が
完
結
し
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
直

接
運
営
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

指
定
管
理
者
に
よ
る

運
営
に
支
障
は
な
い
が
、
開

館
後
の
利
用
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

係
る
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

議
会
で
は
、
大
規
模
災
害

に
際
し
、
全
国
市
議
会
議
長

会
等
が
義
援
金
を
募
る
た
め

の
専
用
口
座
を
開
設
し
た
際

な
ど
に
義
援
金
を
送
付
し
て

き
ま
し
た
。

今
回
、
１
月
１
日
に
発
生

し
、
能
登
半
島
を
中
心
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
１
月
１２

日
開
催
の
各
派
代
表
者
会
議

に
お
い
て
義
援
金
の
取
扱
い

を
決
定
し
、
２
月
１３
日
付
で

議
会
か
ら
３２
万
円
（
議
員
数

×
１
万
円
）
を
同
口
座
に
振

り
込
み
ま
し
た
。

な
お
、
議
会
で
は
、
「
大

規
模
災
害
等
被
災
地
に
対
す

る
義
援
金
の
支
給
に
関
す
る

方
針
」
を
定
め
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
被
災
地
等
に

対
し
、
迅
速
な
支
援
に
努
め

て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、「
小
中
学

校
体
育
館
空
調
設
備
整
備
Ｄ

Ｂ
Ｏ（
＊
５
）事
業
者
選
定
審

査
会
」
を
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
次
の
７
つ
の
附
属
機
関

を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

■
市
長
の
附
属
機
関

・
公
共
施
設
へ
の
電
力
供
給

等
業
務
事
業
者
選
定
審
査
会

・
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事

業
支
援
事
業
者
選
定
審
査
会

・
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
占

用
予
定
者
選
定
委
員
会

・
小
中
学
校
教
室
等
空
調
設

備
更
新
Ｄ
Ｂ
Ｏ
事
業
者
選
定

審
査
会

・
総
合
福
祉
会
館
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

事
業（
＊
６
）者
選
定
審
査
会

・
幼
児
療
育
園
跡
地
活
用
事

業
者
選
定
審
査
会

■
教
育
委
員
会
の
附
属
機
関

・
中
学
校
全
員
給
食
事
業
Ｐ

Ｆ
Ｉ（
＊
７
）事
業
者
選
定
審

査
会

意
見

審
査
会
で
道
路
の
占

用
予
定
者
を
選
定
し
、
ほ
こ

み
ち
制
度（
＊
８
）を
活
用
し

て
樟
葉
駅
前
芝
生
広
場
に
、に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
と
い
う

が
、
公
共
エ
リ
ア
で
あ
る
同

広
場
は
営
利
目
的
で
は
な
く

市
民
の
た
め
に
活
用
す
べ
き
。

今
回
の
改
正
は
、
人
権
侵

害
を
許
さ
な
い
と
す
る
市
の

姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、
市

全
体
で
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
、市
の
責
務
に
加
え
、

事
業
者
の
責
務
や
市
民
の
役

割
等
に
つ
い
て
新
た
に
規
定

す
る
な
ど
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

意
見

条
例
の
周
知
、
啓
発

と
併
せ
、
市
の
業
務
や
施
策

に
よ
っ
て
人
権
が
侵
害
さ
れ

た
場
合
の
相
談
窓
口
に
つ
い

て
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
周

知
を
行
う
べ
き
。

今
回
の
改
正
は
、
６
年
４

月
か
ら
、
水
道
整
備
・
管
理

行
政
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国

土
交
通
省
及
び
環
境
省
へ
移

管
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所

要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

意
見

公
衆
衛
生
の
向
上
と

生
活
環
境
の
改
善
に
寄
与
す

る
と
し
た
水
道
法
の
目
的
に

基
づ
き
、
水
道
事
業
は
厚
生

労
働
省
が
担
う
べ
き
。

今
回
の
改
正
は
、
６
年
４

月
の
機
構
改
革
に
伴
い
、
健

康
福
祉
部
が
所
管
す
る
介
護

保
険
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、

「
介
護
保
険
料
に
関
す
る
こ

と
」
を
市
民
生
活
部
に
移
管

す
る
も
の
で
す
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
介
護
保
険
に
つ
い
て
、
国

民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
及
び
国
民
年
金
と
一
体

的
に
加
入・脱
退
手
続
や
保
険

料
の
納
付
相
談
な
ど
が
で
き

る
よ
う
、体
制
整
備
を
行
う
。

意
見

今
回
の
機
構
改
革
に

伴
う
前
例
の
な
い
窓
口
の
一

元
化
は
、
市
民
、
職
員
と
も

に
大
き
な
負
担
を
与
え
る
。

安
定
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
た
め
、
組
織
変
化
は
最

小
限
に
す
べ
き
。

今
回
の
改
正
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５

年
５
月
に
５
類
と
な
っ
て
以

降
、
同
感
染
症
対
策
関
連
事

業
が
縮
小
傾
向
で
あ
る
た
め
、

同
感
染
症
対
策
応
援
基
金
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
寄
附
者

の
意
向
に
沿
っ
た
活
用
が
難

し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

寄
附
者
の
意
向
を
踏
ま
え
た

特
別
な
使
途
と
の
評
価
か

質
問

市
民
や
事
業
者
が
特

定
目
的
に
賛
同
す
る
寄
附
者

と
な
り
、
特
別
な
負
担
を
し

て
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
原

資
と
す
る
基
金
は
、
寄
附
者

の
意
向
を
踏
ま
え
た
特
別
な

使
途
の
財
源
で
あ
る
べ
き
で

あ
る
。
今
回
廃
止
す
る
基
金

の
運
用
は
特
別
な
使
途
で
あ

っ
た
と
評
価
で
き
る
の
か
。

答
弁

市
民
へ
の
経
済
支
援

の
た
め
な
ど
、
６
つ
の
選
択

肢
か
ら
寄
附
者
が
選
ん
だ
目

的
に
応
じ
た
事
業
へ
の
財
源

と
し
て
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

＊
１

予
定
収
納
率
…
国
民

健
康
保
険
料
の
収
納
実
績
に

応
じ
て
、市
町
村
が
設
定
す
る

収
納
率
の
こ
と
。こ
の
収
納
率

等
に
基
づ
き
、
保
険
料
率
を

定
め
、
保
険
料
を
賦
課
、
徴

収
し
て
い
る
。
予
定
収
納
率

を
高
く
設
定
す
る
ほ
ど
、
被

保
険
者
が
支
払
う
べ
き
保
険

料
の
総
額
及
び
１
人
当
た
り

の
保
険
料
額
は
少
な
く
な
る
。

＊
２

応
能
割
…
保
険
料
の

算
定
に
お
い
て
、
被
保
険
者

の
負
担
能
力
に
応
じ
て
賦
課

さ
れ
る
部
分
の
こ
と
。

＊
３

応
益
割
…
保
険
料
の

算
定
に
お
い
て
、
被
保
険
者

の
受
益
に
応
じ
て
一
律
に
賦

課
さ
れ
る
部
分
の
こ
と
。

＊
４

街
区
…
市
駅
周
辺
再

整
備
で
は
、
枚
方
市
駅
周
辺

を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で

の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定
め
、

再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
各
街
区
の
位
置

に
つ
い
て
は
左
図
の
と
お
り
。

＊
５

Ｄ
Ｂ
Ｏ
（
方
式
）
…

資
金
調
達
を
自
治
体
が
行
っ

た
上
で
、
公
共
施
設
な
ど
の

設
計
、
建
設
、
維
持
管
理
を

一
括
し
て
民
間
事
業
者
に
委

託
す
る
手
法
の
こ
と
。

＊
６

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
…
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
見
込
ま

れ
る
シ
ス
テ
ム
・
設
備
改
修

提
案
な
ど
を
事
業
者
か
ら
募

り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
及

び
維
持
管
理
ま
で
含
め
た
包

括
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
る
事
業
の
こ
と
。

＊
７

Ｐ
Ｆ
Ｉ（Private

Finance
Initiative

）

…
公
共
施
設
等
の
建
設
、
維

持
管
理
、
運
営
な
ど
を
民
間

の
資
金
、
経
営
・
技
術
的
能

力
を
活
用
し
て
行
う
手
法
の

こ
と
。

＊
８

ほ
こ
み
ち
制
度
…
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
道
路
空
間
を

創
出
す
る
た
め
の
道
路
の
指

定
制
度
の
こ
と
。
道
路
管
理

者
が
歩
行
者
利
便
増
進
道
路

を
指
定
し
、
歩
道
等
の
中
に

歩
行
者
空
間
を
確
保
し
な
が

ら
、
歩
行
者
の
利
便
増
進
に

資
す
る
施
設
の
誘
導
区
域
を

定
め
る
こ
と
で
、
テ
ー
ブ
ル

や
椅
子
の
設
置
、
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
な
ど
、
多
様
な
活
用

が
可
能
と
な
る
。

枚
方
市
議
会
議
員

議
員
研
修
会
を
開
催

議
会
は
、
４
月
１９
日
、
議

員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
、法
政
大
学
法
学

つ
ち
や
ま
き

み

え

部
教
授
の
土
山
希
美
枝
氏
を

講
師
と
し
て
、「
質
問
力
を
高

め
る

議
会
力
に
い
か
す
」を

テ
ー
マ
に
２
部
制
で
行
わ
れ

ま
し
た
。１
部
の
講
演
で
は
、

よ
い
一
般
質
問
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
等
を
学
び
、ま

た
、２
部
で
は
、議
員
が
日
頃

感
じ
る
一
般
質
問
へ
の
疑
問

点
、不
安
点
等
を
付
箋
に
書
き

出
し
、講
師
と
の
質
疑
応
答
も

交
え
な
が
ら
質
問
を
ど
う
市

政
へ
生
か
し
て
い
く
の
か
等

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た（
写
真

上
）。河

北
市
議
会
議
員

合
同
研
修
会
に
参
加

第
４３
回
河
北
市
議
会
議
員

合
同
研
修
会
が
、２
月
５
日
、

寝
屋
川
市
立
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、関
西
大
学
理
事
、

社
会
安
全
学
部
特
別
任
命
教

授
（
チ
ェ
ア
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ

ー
）、社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ

ー
長
工
学
博
士
で
阪
神
・
淡

路
大
震
災
記
念
人
と
防
災
未

か
わ
た
よ
し
あ
き

来
セ
ン
タ
ー
長
の
河
田
惠
昭

氏
を
講
師
と
し
て
、
「
最
近

の
水
害
の
変
化
と
防
災
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
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　枚
ひら

方
かた

市
し

議
ぎ

会
かい

では、年
ねん

４回
かい

、決
き

まった時
じ

期
き

に開
ひら

く会
かい

議
ぎ

のほか、

必
ひつ

要
よう

となったときに会
かい

議
ぎ

を開
ひら

くなど、ほぼ１年
ねん

間
かん

を通
とお

して、

いつでも会
かい

議
ぎ

ができるようにしています。

人
にん

数
ずう

…３２人
にん

任
にん

期
き

（＝議
ぎ

員
いん

の仕
し

事
ごと

をする期
き

間
かん

）…４年
ねん

議
ぎちょう

長… 議
ぎ

員
いん

の中
なか

から、代
だいひょう

表として１
ひと り

人を選
えら

び、この代
だい

表
ひょう

者
しゃ

を

「議
ぎちょう

長」といいます。

副
ふく

議
ぎちょう

長… 議
ぎちょう

長が病
びょうき

気などで来
こ

られないときに、副
ふく

議
ぎちょう

長が代
か

わり

に仕
し

事
ごと

を進
すす

めます。

　枚
ひら

方
かた

市
し

をよくするために、市
し

民
みん

の中
なか

から代
だい

表
ひょう

者
しゃ

を

選
えら

んで、その人
ひと

たちがみんなの暮
く

らしをよくするため

にどうすればよいのかを話
はな

し合
あ

います。この選
えら

ばれた

市
し

民
みん

の代
だいひょう

表を「議
ぎ

員
いん

」といいます。

　その議
ぎ

員
いん

が、市
し

役
やく

所
しょ

がきちんと仕
し

事
ごと

をしているか

どうかをチェックしたり、市
し

役
やく

所
しょ

にしてほしい仕
し

事
ごと

を

決
き

めたりするところが「枚
ひら

方
かた

市
し

議
ぎ

会
かい

」です。

　議
ぎじょう

場で行
おこな

われる話
はな

し合
あ

いを進
すす

めたり、整
せい

理
り

し

たり、まとめたりします。

　また、枚
ひら

方
かた

市
し

議
ぎ

会
かい

の代
だい

表
ひょう

として、さまざまな

行
ぎょうじ

事や会
かい

議
ぎ

に出
しゅっせき

席します。

　市
しちょう

長は、みんなの暮
く

らしを良
よ

くするために、いろ

いろなことを考
かんが

えて、議
ぎ

会
かい

に提
ていあん

案するなど、市
し

役
やくしょ

所

の仕
し

事
ごと

のリーダーとして働
はたら

いています。

議
ぎちょう

長は何
なに

をするの

市
しちょう

長は何
なに

をするひと？

市
し

議
ぎ

会
かい

ってどんなところ

議
ぎ

員
いん

ってどんな仕
し

事
ごと

？？

？

？

？
？

枚
ひら

方
かた

市
し

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

のことをもっと教
おし

えて。

委 員 協 議 会
だ よ り

総務委員協議会 ２月１３日
（１）特殊詐欺対策事業について
（２）災害備蓄品管理システムの導入について
（３）ふるさと納税制度の取り組み強化について
（４）人権尊重のまちづくりに向けた取り組みの進捗状

況について
（５）第３期枚方市まち・ひと・しごと創生総合戦略の

策定について
（６）枚方市教育大綱について
（７）子どもの万博会場への複数回無料招待について
（８）ひらかた万博の取り組みについて
（９）長期財政の見通しについて
（１０）行財政改革プラン２０２４の策定について
（１１）第２次情報化基本計画（第３期）の策定について
（１２）令和６年度機構改革等の実施について
（１３）今後の農業施策の取り組み及びため池の安全対策

について
（１４）文化生涯学習課所管施設における指定候補者の選

定について
（１５）枚方市文化芸術振興計画の改訂版（案）について
（１６）枚方市スポーツ推進計画の改訂版（案）について

教育子育て委員協議会 ２月１４日
（１）こども計画の策定について
（２）子どものＳＮＳ相談事業の拡充について
（３）まるっとこどもセンター（こども家庭センター）

について
（４）幼保小の架け橋プログラムについて
（５）令和６年度教育委員会事務局機構改革の実施につ

いて
（６）市立小学校の水泳授業における民間活力活用に係

る今後の方向性について
（７）小学校給食無償化事業について
（８）枚方市立生涯学習交流センター・枚方市立市駅前

図書館の指定候補者の選定について
（９）不登校対応の強化について
（１０）枚方市の支援教育に係る現状と今後の取り組みに

ついて
（１１）総合型放課後事業の現状と今後の取り組みについ

て
（１２）ＧＩＧＡスクール構想の推進における１人１台端

末更新に向けた進捗状況の報告について

市民福祉委員協議会 ２月１５日
（１）③街区（仮称）市民窓口について
（２）令和６年度国民健康保険料等について
（３）後期高齢者医療の保険料等について
（４）地方税制改正の概要について
（５）枚方市感染症予防計画の案について
（６）枚方市立総合福祉会館の熱源改修におけるＥＳＣ

Ｏ事業の活用について
（７）ひらかた高齢者保健福祉計画２１（第９期）等の案

について
（８）枚方市国民健康保険被保険者を対象とした「第４

期特定健康診査等実施計画」及び「第３期データ
ヘルス計画」の案について

（９）健康づくりに関する事業の拡充等について
（１０）まるっとこどもセンター（こども家庭センター）

について
（１１）枚方市障害者計画（第４次改訂版）、枚方市障害

福祉計画（第７期）及び枚方市障害児福祉計画（第
３期）の案について

（１２）障害者の地域生活を支える取り組みの充実につい
て

（１３）第２期「枚方市いのち支える行動計画（自殺対策
計画）」の案について

（１４）枚方市猫不妊手術費補助金について
（１５）不妊治療ペア検査費用助成事業について
（１６）市立ひらかた病院における新たな対応について

建設環境委員協議会 ２月１６日
（１）地域脱炭素の取り組みについて
（２）「宅地造成及び特定盛土等規制法」の施行に伴う

取り組みについて
（３）光善寺駅西地区第一種市街地再開発事業の事業計

画の変更等について
（４）枚方市立小中学校教室等空調設備更新ＤＢＯ事業

について
（５）枚方市立総合福祉会館の熱源改修におけるＥＳＣ

Ｏ事業の活用について
（６）「建築基準法」の一部改正に伴う手数料の設定等

について
（７）樟葉駅前広場の環境整備について
（８）枚方市街路樹維持管理方針の策定について
（９）水道事業及び下水道事業に係る整備基本計画の中

間見直しについて
（１０）水道事業及び下水道事業に係る経営戦略の中間見

直しについて
（１１）令和６年度上下水道局機構改革の実施について
（１２）中宮浄水場更新事業の進捗状況について

枚
方
議
会
７
面

０
５
０
１
０
７

藤
❶
井
❷
藤
❸
藤
❹
井
❺
井
❻
井

今
回
の
改
正
は
、
①
児
童

福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
及
び
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
内
閣
府
令
等
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本

市
児
童
福
祉
施
設
の
保
育
士

に
係
る
配
置
基
準
に
つ
い
て
、

３
歳
児
を
２０
対
１
か
ら
１５
対

１
に
、
４
・
５
歳
児
を
３０
対

１
か
ら
２５
対
１
に
変
更
、
②

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性

へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

婦
人
相
談
所
の
名
称
を
女
性

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
変
更

す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
改
正
は
、
桜
丘
北

保
育
所
を
６
年
４
月
に
民
営

化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
所

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

法
人
と
保
護
者
に
丸
投
げ
の

民
営
化
に
な
っ
て
い
な
い
か

質
問

桜
丘
北
保
育
所
の
民

営
化
は
市
が
決
定
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、引
継
ぎ
を
運
営

法
人
と
保
護
者
に
丸
投
げ
し

て
い
る
と
い
う
声
を
聞
く
が
、

ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

法
人
と
は
１
年
を
か

け
共
同
保
育
等
に
よ
る
引
継

ぎ
を
行
い
、
子
ど
も
の
状
況

等
の
理
解
を
深
め
て
き
た
。

ま
た
、
三
者
懇
談
会
等
で
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
運
営

方
法
等
に
係
る
説
明
と
意
見

交
換
を
重
ね
て
お
り
、
今
後

も
不
安
軽
減
へ
取
り
組
む
。

保
育
士
確
保
に
向
け

多
様
で
抜
本
的
な
対
策
を

質
問

公
立
保
育
所
に
お
い

て
新
た
な
配
置
基
準
を
適
用

す
る
際
の
変
更
点
と
保
育
士

確
保
に
向
け
た
課
題
を
聞
く
。

答
弁

大
規
模
園
２
園
に
お

い
て
保
育
士
を
１
人
ず
つ
増

員
す
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
、

保
育
士
確
保
に
つ
な
が
り
に

く
い
理
由
と
し
て
、
勤
務
時

間
や
賃
金
な
ど
、
施
設
側
と

求
職
者
の
希
望
す
る
雇
用
条

件
の
違
い
が
要
因
と
考
え
る
。

要
望
等

良
い
人
材
の
確
保

や
定
着
に
は
、多
様
で
抜
本
的

な
対
策
が
必
要
と
意
見
す
る
。

質
問

国
は
１
歳
児
の
配
置

基
準
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

考
え
を
示
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

現
在
の
６
対
１
か
ら
、

本
市
で
既
に
実
施
し
て
い
る

５
対
１
へ
と
７
年
度
以
降
に

基
準
を
見
直
す
と
し
て
い
る
。

教
育
子
育
て
常
任
委
員
会

は
、
そ
の
所
管
す
る
事
務
の

う
ち
、「
不
登
校
に
つ
い
て
」

調
査
を
行
う
た
め
、
３
月
７

日
、
委
員
会
の
発
議
に
よ
り

教
育
子
育
て
委
員
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
市
に
お
け
る

不
登
校
の
現
状
と
課
題
や
今

後
の
取
組
等
に
つ
い
て
、
委

員
間
で
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

議
会
は
、
常
任
委
員
会
の

先
進
都
市
研
修
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
し
た
。

●
建
設
環
境
常
任
委
員
会

１
月
１７
日
・
１８
日
に
、
東

京
都
豊
島
区
、
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
を
訪
問
。
中
小
規
模

公
園
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

は
じ
め
と
し
た
公
園
に
関
す

る
取
組
に
つ
い
て
、
循
環
型

社
会
の
実
現
に
関
す
る
取
組

に
つ
い
て
研
修
。

●
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

１
月
２９
日
・
３０
日
に
、
東

京
都
江
戸
川
区
、
三
重
県
鈴

鹿
市
を
訪
問
。
孤
独
・
孤
立

対
策
に
つ
い
て
、
認
知
症
に

関
す
る
ス
ロ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
の
取
組
に
つ
い
て
研
修
。

●
教
育
子
育
て
常
任
委
員
会

１
月
３０
日
・
３１
日
に
、
千

葉
県
柏
市
、
東
京
都
大
田
区

を
訪
問
。
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
、
不
登
校
に
つ

い
て
研
修
。

●
総
務
常
任
委
員
会

１
月
３１
日
、２
月
１
日
に
、

長
崎
県
長
崎
市
、
佐
賀
県
武

雄
市
を
訪
問
。
新
庁
舎
整
備

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、
内

水
氾
濫
発
生
時
の
対
策
及
び

備
え
に
つ
い
て
研
修
。

市
独
自
の
保
育
士
処
遇
改
善

配
置
基
準
改
善
を
求
め
賛
成

賛
成
討
論

国
に
よ
る
４
歳

児
以
上
の
保
育
士
配
置
基
準

の
改
定
は
、
７６
年
ぶ
り
と
な

る
が
、
保
育
士
不
足
の
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
処
遇
改
善
に

つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
保
育
士
不
足
に
配
慮

し
、
配
置
時
期
に
つ
い
て
は

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
た
。

保
育
士
の
確
保
、
公
民
格

差
の
な
い
公
平
な
保
育
環
境

の
確
保
の
た
め
に
、
国
に
先

駆
け
た
本
市
独
自
の
処
遇
改

善
策
の
充
実
、
配
置
基
準
の

改
善
を
要
望
し
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
は
、
国
の
定

額
減
税
（
＊
１
）
を
し
切
れ

な
い
と
見
込
ま
れ
る
所
得
水

準
の
人
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

減
税
額
と
の
差
額
の
給
付
に

要
す
る
経
費
の
補
正
を
行
う

も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３２
億
５
６
９
５
万
円
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

意
見

定
額
減
税
補
足
給
付

金
事
業
の
開
始
に
当
た
っ
て

は
、
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

と
窓
口
を
設
置
す
る
と
い
う

が
、
丁
寧
な
対
応
、
ス
ム
ー

ズ
で
確
実
な
給
付
を
求
め
る
。

今
回
の
改
正
は
、
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
３
月
２８
日
に
成
立
し
た

こ
と
に
伴
う
も
の
で
、
施
行

日
は
、６
年
４
月
１
日
で
す
。

た
だ
し
、
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
災
害
に
係
る
雑
損
控

除
額
等
の
特
例
規
定
等
は
、

公
布
日
で
あ
る
６
年
３
月
３１

日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
本
市
議
会
で
は
、

い
か
な
る
時
も
議
決
責
任
を

果
た
す
と
い
う
趣
旨
で
、
会

期
を
ほ
ぼ
１
年
と
す
る
通
年

議
会
を
導
入
し
て
お
り
、
今

回
の
よ
う
な
年
度
末
の
関
係

法
令
の
改
正
等
に
伴
う
条
例

改
正
に
も
迅
速
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

議
会
は
、
３
月
２８
日
の
本
会
議
で
、
２
件
の
意
見
書
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
と
は
…
市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
公

共
の
利
益
）
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
と
し
て

議
決
し
、国
会
ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
（
過
剰
服
薬
）

対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
薬
物
依
存
に
よ
る
健
康
被
害
か
ら
一
人
で
も
多
く

の
若
者
を
守
る
た
め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め

ま
す
。

記

１
�
現
在
、
濫
用
等
の
お
そ
れ
の
あ
る
医
薬
品
の
６
成
分
を
含

む
市
販
薬
を
販
売
す
る
際
、
購
入
者
が
高
校
生
、
中
学
生
等

で
あ
る
場
合
は
、
氏
名
や
年
齢
、
使
用
状
況
等
を
確
認
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
加
え
て
、
副
作
用
な
ど
の
説
明
を

必
須
と
す
る
こ
と
。

２
�
若
者
へ
の
薬
剤
の
販
売
に
お
い
て
、
そ
の
含
有
成
分
に
応

じ
て
販
売
す
る
用
量
を
適
切
に
制
限
し
、
対
面
ま
た
は
オ
ン

ラ
イ
ン
通
話
で
の
販
売
を
義
務
づ
け
る
こ
と
。
ま
た
、
販
売

の
際
、
副
作
用
な
ど
の
説
明
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
適
切
な

相
談
窓
口
等
を
紹
介
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
。

３
�
濫
用
の
お
そ
れ
が
あ
る
薬
の
指
定
を
的
確
に
進
め
る
と
同

時
に
、販
売
時
に
お
け
る
身
分
証
に
よ
る
本
人
確
認
の
ほ
か
、

繰
り
返
し
の
購
入
に
よ
る
過
剰
摂
取
を
防
止
す
る
た
め
の
、

販
売
記
録
等
の
確
認
に
係
る
環
境
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
。

４
�
若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
に
は
、
社
会
的
孤
立
や
生
き
づ

ら
さ
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ

を
孤
独
、
孤
立
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
若
者
の

居
場
所
づ
く
り
等
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
厚
生
労
働
大
臣
、
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
大
臣

地
方
創
生
に
貢
献
す
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
経
済
）
の
一
層
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
地
方
創
生
に
貢
献
す
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
の
一
層
の
推
進
の
た
め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く

求
め
ま
す
。

記

１
�
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
循
環
資
源
の

再
生
可
能
資
源
の
活
用
な
ど
、
自
治
体
と
民
間
企
業
の
連
携

に
よ
る
資
源
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
へ
の
支
援
を
強
化
す
る

こ
と
。

２
�
地
域
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
の
広
域
化
、
廃
棄
物
処
理
施

設
の
集
約
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
の
高
度
化
等
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
脱
炭
素
か
つ
持
続
可
能
な
適
正
処
理
に
資
す
る

資
源
循
環
の
体
制
強
化
に
対
す
る
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
。

３
�
製
品
の
長
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
リ
ユ
ー
ス
製
品
の
積
極
的

な
利
用
と
い
っ
た
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
係
る
地
域
住
民
及

び
消
費
者
の
意
識
変
革
や
行
動
変
容
を
促
す
と
と
も
に
、
自

治
体
と
民
間
団
体
の
連
携
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
製
品
の
循
環
環

境
の
整
備
を
支
援
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
環
境
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣

＊
１

定
額
減
税
…
所
得
税

と
住
民
税
を
一
定
の
額
で
減

税
す
る
措
置
の
こ
と
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

枚
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
を
紹
介
し
ま
す
。

た
ん
な
ん

い
も
の

「
河
内
丹
南

鋳
物
の

お
こ
り
」
と
た
た
ら
唄
に

あ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら

河
内
は
鋳
物
発
祥
の
地
と

歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

い

も

じ

河
内
鋳
物
師
の
活
躍
は
、

鎌
倉
時
代
に
全
盛
期
を
迎

ぼ
ん
し
ょ
う

え
、鋳
造
さ
れ
た
梵
鐘
は
、

東
北
、
九
州
を
除
く
全
国

に
及
ん
で
い
ま
す
。く
げ

そ
の
後
、
下
級
公
家
で

ま
つ
ぎ

あ
る
真
継
家
が
、
全
国
の

鋳
物
師
を
統
括
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
河
内
国

ま
っ
た
茨
田
郡
枚
方
村
（
現
在
の

枚
方
上
之
町
）
で
古
く
か

い
も
の
ぎ
ょ
う

ら
鋳
物
業
を
営
ん
で
い
た

田
中
家
は
、元
文
３
年（
１

７
３
８
年
）
、
真
継
家
配

下
の
鋳
物
師
と
し
て
、
河

さ

う
そ
う
か
ん

内
国
左
右
惣
官
鋳
物
師
に

任
ぜ
ら
れ
、
国
中
の
鋳
物

師
を
統
率
す
る
と
と
も
に
、

交
野
、
茨
田
、
河
内
（
後

き
ら
ら

に
讃
良
）
の
三
郡
に
お
け

る
独
占
的
営
業
を
許
さ
れ

ま
し
た
。
田
中
家
で
鋳
造

さ
れ
た
梵
鐘
の
分
布
は
、

北
河
内
だ
け
で
な
く
、
そ

の
周
辺
に
ま
で
及
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
ほ
と
ん
ど
は
第
二
次
世

界
大
戦
中
に
お
け
る
金
属

供
出
の
犠
牲
と
な
り
、
市

内
に
残
る
田
中
家
鋳
造
の

梵
鐘
は
、
市
指
定
有
形
文

は
い
な
ぎ
さ
の
い
ん

化
財
で
あ
る
廃
渚
院
観
音

寺
の
梵
鐘
（
渚
元
町
）
の

み
で
す
。
こ
の
梵
鐘
は
、

寛
政
８
年（
１
７
９
６
年
）

に
田
中
家
信
に
よ
っ
て
鋳

＊

造
さ
れ
た
も
の
で
、「
牧
方

だ
い
さ
か
ん

住
田
中
河
内
大
目
藤
原
家

信
」
と
文
字
が
浮
き
出
る

よ
う
に
鋳
造
さ
れ
て
い
ま

す
。

田
中
家
で
は
、
江
戸
時

代
を
通
じ
て
、近
隣
の
人
々

が
使
う
鍋
や
釜
、
農
具
な

ど
も
鋳
造
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
以
降
、
日
本
各
地
に

近
代
的
な
工
場
が
造
ら
れ

て
か
ら
も
、
伝
統
技
術
を

守
っ
て
営
業
を
続
け
ま
し

た
が
、
昭
和
３５
年
（
１
９

６
０
年
）
頃
に
廃
業
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
鋳
物
工
場
と

主
屋
は
本
市
に
寄
贈
さ
れ
、

移
築
復
原
後
、
昭
和
５９
年

（
１
９
８
４
年
）
に
旧
田

中
家
鋳
物
民
俗
資
料
館（
藤

阪
天
神
町
）
と
し
て
開
館

し
ま
し
た
。鋳
物
工
場
は
、

国
内
で
唯
一
、
江
戸
時
代

の
姿
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お

り
、
日
本
の
鋳
物
技
術
と

枚
方
の
昔
の
暮
ら
し
を
伝

え
て
い
ま
す
。

＊
「
枚
方
」
の
こ
と
。

廃渚院観音寺の梵鐘

旧
田
中
家
鋳
物
民
俗
資
料

館
の
鋳
物
工
場
展
示
室

＜ ７ ＞ 令和６年（２０２４年）５月１日 枚 方 市 議 会 報 第３５０号



枚
方
議
会
８
面

０
５
０
１
０
８

藤
❶
藤
❷
藤
❸
藤
❹
井
❺
井
❻
亀

議
会
は
、
２
月
２１
日
に
、

「
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
に

係
る
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
」
を
案
件
と
し
た
全
員
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
枚
方
市
駅
周

辺
再
整
備
基
本
計
画
（
以
下

「
基
本
計
画
」
）
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
か
ら
新
庁
舎
整
備

を
含
む
市
駅
周
辺
再
整
備
の

具
体
化
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
お
り
、
議
会
で
も
平
成

２９
年
３
月
か
ら
１１
回
に
わ
た

り
全
員
協
議
会
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

４
年
９
月
定
例
月
議
会
に

お
け
る
新
庁
舎
位
置
を
⑤
街

区
と
す
る
条
例
案
の
否
決
を

受
け
、
市
は
、
④
・
⑤
街
区

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
総

合
的
な
観
点
で
再
検
証
を
行

っ
た
と
し
て
お
り
、今
回
は
、

議
会
の
意
見
に
対
す
る
市
の

考
え
や
③
街
区
に
お
け
る
取

組
内
容
、
④
・
⑤
街
区
の
土

地
利
用
の
考
え
方
の
ほ
か
、

今
後
の
取
組
予
定
な
ど
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

理
事
者
か
ら
の
説
明
（
内

容
は
左
欄
参
照
）
の
後
、
１１

人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

市
駅
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

本
庁
で
の
受
付
と
比
較
し
て

向
上
す
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
は

質
問

市
駅
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
転
入
等
の
住

民
異
動
に
伴
う
手
続
を
行
う

場
合
、
本
庁
で
の
受
付
と
比

較
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
は

ど
の
よ
う
に
向
上
す
る
の
か
。

答
弁

同
セ
ン
タ
ー
で
は
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り

申
請
書
の
自
動
作
成
が
可
能

と
な
り
、転
入
手
続
後
、複
数

部
署
で
何
度
も
氏
名
等
を
記

入
す
る
必
要
な
く
、
各
種
申

請
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け

付
け
で
き
る
。
８
年
度
に
は

本
庁
、支
所
に
も
展
開
す
る
。

④
街
区
と
⑤
街
区

新
庁
舎
位
置
の
比
較
の
た
め

フ
ェ
ア
な
情
報
提
供
を

質
問

新
庁
舎
の
位
置
と
し

て
④
街
区
と
⑤
街
区
を
比
較

し
て
い
る
が
、
⑤
街
区
に
優

位
な
情
報
の
み
を
示
し
て
い

る
。
④
街
区
庁
舎
案
に
お
け

る
土
地
利
用
の
想
定
や
、
適

正
な
土
地
の
売
却
額
等
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

④
街
区
案
に
お
け
る

⑤
街
区
の
土
地
利
用
は
関
係

者
調
整
を
要
す
る
た
め
示
せ

な
い
。売
却
額
は
精
査
し
た
。

要
望
等

市
民
に
誤
解
を
与

え
な
い
よ
う
、
フ
ェ
ア
な
広

報
、情
報
提
供
を
要
望
す
る
。

今
後
も
増
加
し
得
る
事
業
費

市
民
の
負
担
増
大
を
招
く

区
画
整
理
事
業
は
見
直
し
を

質
問

僅
か
２
年
弱
の
間
に

総
事
業
費
が
増
大
し
て
い
る

が
、今
後
の
見
通
し
を
聞
く
。

答
弁

物
価
高
騰
の
影
響
や

調
査
設
計
等
に
よ
り
、
確
実

性
の
高
い
事
業
費
を
示
し
た
。

今
後
も
財
政
状
況
等
を
踏
ま

え
て
事
業
を
推
進
す
る
。

要
望
等

物
価
高
騰
に
加
え
、

も
し
④
・
⑤
街
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
（
＊
４
）
が
赤

字
に
な
っ
た
場
合
、
市
民
の

負
担
は
よ
り
大
き
く
な
り
得

る
。
公
益
性
の
な
い
同
整
理

事
業
の
見
直
し
を
要
望
す
る
。

③
街
区
複
合
施
設

乳
幼
児
健
診
時
等
の

駐
車
料
金
の
負
担
軽
減
を

質
問

乳
幼
児
健
診
等
の
際
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
駐

車
料
金
は
現
在
無
料
だ
が
、③

街
区
複
合
施
設
で
は
助
成
は

行
う
も
の
の
６
０
０
円
程
度

の
負
担
が
発
生
す
る
と
い
う
。

乳
幼
児
を
伴
う
移
動
は
車
利

用
者
も
多
く
、
駐
車
場
が
有

料
だ
と
受
診
控
え
等
も
心
配

さ
れ
る
。
さ
ら
な
る
負
担
軽

減
に
向
け
、
考
え
を
聞
く
。

答
弁

同
施
設
の
運
用
開
始

後
、
駐
車
場
利
用
や
健
診
等

受
診
の
動
向
次
第
で
は
、
見

直
し
等
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

新
庁
舎
整
備
に
向
け
た
検
討

進
捗
と
今
後
の
予
定
は

質
問

新
庁
舎
整
備
に
係
る

検
討
の
進
捗
と
予
定
を
聞
く
。

答
弁

新
庁
舎
整
備
基
本
計

画
の
７
年
度
中
の
策
定
に
向

け
、
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
等
で
課
題
抽
出
や
必
要
な

機
能
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
、
市
民
や
有
識
者
の
意

見
等
の
聴
取
、
先
進
事
例
の

調
査
等
に
も
取
り
組
む
。

要
望
等

本
庁
舎
と
離
れ
た

建
物
に
あ
る
部
署
の
集
約
、行

政
機
能
の
拠
点
化
等
の
検
討

を
進
め
、
状
況
の
情
報
発
信

に
も
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

庁
舎
位
置
の
検
討

防
災
面
で
の
検
討
に
は

専
門
家
の
評
価
が
必
要

質
問

庁
舎
位
置
に
つ
い
て
、

④
街
区
で
は
な
く
⑤
街
区
で

整
備
す
る
方
が
防
災
面
の
評

価
が
高
い
と
い
う
が
、
専
門

家
が
そ
う
評
価
し
た
の
か
。

答
弁

本
市
が
、
浸
水
対
応

や
緊
急
時
の
機
動
性
等
を
総

合
的
に
検
討
し
、評
価
し
た
。

要
望
等

専
門
家
の
意
見
も

聴
取
し
て
お
ら
ず
、
防
災
面

で
の
評
価
が
高
い
と
は
言
え

な
い
。
客
観
的
に
判
断
で
き

る
資
料
を
公
開
し
た
上
で
市

民
に
説
明
す
べ
き
で
あ
り
、

計
画
の
見
直
し
を
要
望
す
る
。

み
ど
り
の
大
空
間

市
庁
舎
に
面
す
る
よ
う
に

基
本
計
画
の
見
直
し
を

質
問

市
は
、
み
ど
り
の
大

空
間
創
出
を
打
ち
出
す
中
で
、

ニ
ッ
ペ
パ
ー
ク
岡
東
中
央
の

一
部
を
②
街
区
に
変
更
し
た
。

②
街
区
の
市
街
地
再
開
発
事

業
（
＊
５
）
で
当
地
が
再
開

発
ビ
ル
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
懸
念
す
る
声
を
聞
く
が
、

売
却
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁

売
却
の
想
定
は
な
い
。

要
望
等

②
街
区
の
同
空
間

は
商
業
施
設
で
囲
ま
ず
市
庁

舎
に
面
す
る
べ
き
で
、
⑤
街

区
に
市
庁
舎
を
移
転
す
る
基

本
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
。

都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域

枚
方
市
駅
周
辺
が

指
定
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は

質
問

枚
方
市
駅
周
辺
は
国

の
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域

（
＊
２
）に
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
聞
く
。

答
弁

土
地
利
用
規
制
の
緩

和
や
民
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
す
る
金
融
支
援
等
、
民
間

活
力
導
入
に
係
る
制
度
が
あ

る
ほ
か
、
国
補
助
金
の
重
点

地
区
と
な
る
要
件
で
も
あ
る
。

要
望
等

指
定
解
除
と
な
れ

ば
甚
大
な
経
済
損
失
が
生
じ

る
。
本
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
め
ど
を

早
期
に
示
す
よ
う
要
望
す
る
。

新
庁
舎
整
備
で
市
有
地
売
却

論
点
に
す
べ
き
で
は

質
問

新
庁
舎
整
備
位
置
の

比
較
資
料
で
④
街
区
の
市
有

地
売
却
を
想
定
し
て
い
る
が
、

市
民
の
財
産
で
あ
る
駅
前
一

等
地
を
売
却
し
な
い
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
と
考
え
る
。同
地
売

却
の
是
非
も
比
較
の
論
点
と

す
べ
き
だ
が
、見
解
を
聞
く
。

答
弁

現
庁
舎
の
土
地
に
つ

い
て
は
、
駅
前
の
立
地
特
性

を
最
大
限
に
生
か
し
て
民
間

活
力
を
導
入
し
、
に
ぎ
わ
い

と
交
流
の
拠
点
を
形
成
す
る

こ
と
が
、
持
続
的
な
発
展
に

寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

市
駅
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

窓
口
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
へ

市
民
の
機
運
醸
成
を

質
問

市
駅
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
で
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
す
る
と
は
い
う
も
の
の
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
実
感
し
に

く
い
規
模
で
あ
る
。改
め
て
、

行
か
な
く
て
い
い
市
役
所
に

対
す
る
考
え
を
聞
く
。

答
弁

今
後
さ
ら
に
、
電
子

申
請
が
可
能
と
な
る
手
続
の

拡
充
に
取
り
組
み
、
行
か
な

く
て
い
い
市
役
所
を
目
指
す
。

要
望
等

窓
口
手
続
を
家
で

で
き
る
よ
う
な
機
運
の
醸
成

や
、
窓
口
デ
ジ
タ
ル
化
の
着

実
な
進
展
を
要
望
す
る
。

新
庁
舎

④
街
区
で
公
園
と
併
せ
て

整
備
し
災
害
へ
の
備
え
を

質
問

④
街
区
の
広
大
な
市

有
地
を
売
却
せ
ず
活
用
し
、

公
園
等
に
隣
接
す
る
防
災
拠

点
機
能
を
有
す
る
新
庁
舎
を

整
備
す
る
こ
と
が
、
大
規
模

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
最
も

合
理
的
だ
が
、見
解
を
聞
く
。

答
弁

④
街
区
よ
り
防
災
性

に
有
利
な
⑤
街
区
に
新
庁
舎

を
建
設
し
、
公
園
、
広
場
を

拡
大
整
備
す
る
こ
と
で
災
害

に
強
い
ま
ち
を
実
現
す
る
。

要
望
等

市
有
地
売
却
の
移

転
で
は
な
い
公
益
重
視
の
計

画
へ
の
見
直
し
を
要
望
す
る
。

＊
１

窓
口
Ｄ
Ｘ
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ

…
地
方
自
治
体
に
お
け
る「
書

か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」

の
実
現
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

庁
が
提
供
す
る
複
数
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
か
ら
各
自

治
体
が
目
指
す
窓
口
の
姿
に

合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
の
こ

と
。

＊
２

都
市
再
生
緊
急
整
備

地
域
…
都
市
再
生
拠
点
と
し

て
、
都
市
開
発
事
業
等
を
通

じ
て
緊
急
か
つ
重
点
的
に
市

街
地
の
整
備
を
推
進
す
べ
き

地
域
と
し
て
、
政
令
で
指
定

す
る
地
域
の
こ
と
。

＊
３

緊
急
交
通
路
…
大
規

模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、

災
害
応
急
対
策
を
的
確
か
つ

円
滑
に
行
う
た
め
に
、
災
害

対
策
基
本
法
等
に
基
づ
き
、

パ
ト
カ
ー
や
消
防
車
な
ど
の

緊
急
通
行
車
両
等
以
外
の
通

行
が
禁
止
、
制
限
さ
れ
る
道

路
の
こ
と
。

＊
４

土
地
区
画
整
理
事
業

…
土
地
所
有
者
等
か
ら
公
平

に
一
定
の
土
地
の
提
供
を
受

け
（
減
歩
）
、
道
路
、
公
園
、

河
川
な
ど
の
公
共
施
設
を
整

備
、
改
善
し
、
土
地
の
区
画

を
整
え
て
宅
地
の
利
用
増
進

を
図
る
事
業
の
こ
と
。

＊
５

市
街
地
再
開
発
事
業

…
都
市
機
能
が
低
下
し
て
い

る
地
区
等
に
お
い
て
、
敷
地

を
共
同
で
利
用
し
、
中
高
層

の
建
築
物
に
建
て
替
え
、
公

園
等
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

や
道
路
等
の
整
備
を
一
体
的

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
快
適

で
安
全
な
ま
ち
に
再
生
す
る

事
業
の
こ
と
。

風
薫
る
爽
や
か
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。今

号
で
は
、
３
月
定
例
月

議
会
の
内
容
を
中
心
に
掲
載

し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
号
の

た
ん
き
ゅ
う

「
ぎ
か
い
探
Ｑ
」
で
は
、
過

去
最
多
の
２
８
８
人
の
御
応

募
が
あ
り
、
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

た
ん
き
ゅ
う

今
号
の
「
ぎ
か
い
探
Ｑ
」
に

も
挑
戦
の
上
、
御
応
募
い
た

だ
き
、
御
意
見
、
御
感
想
を

市
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
御
意
見
を

基
に
、
よ
り
一
層
、
紙
面
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
各
会

派
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�向かいは中央図書館。枚方市教育委員会がある「輝きプラザ
〇〇〇」。

�国の特別天然記念物に指定されている「ニホン〇〇〇〇」。
日本郵便が発行する５０円普通切手の絵柄に採用されています。

�行くべき場所のこと。
�しょうゆのことを英語で「〇〇ソース」といいます。
�官公庁や会社などで支給される給料や手当の総称。
�枚方市議会で、議長、副議長と各会派の代表者が集まって協
議を行う場を「〇〇〇代表者会議」といいます。

じょう

�源氏物語の３９帖は「〇〇霧」です。
	議員が議案に対して賛否を表明するこ
と。


金銭の総額や物品の総量に対し、その内
容を項目別に書き記すこと。

�「○○○」は、ミシマ○○○の根で、解熱や鎮痛などに用い
られる漢方のこと。

�議会の会議で、ある議題を他の議題より先に審議することを
「〇〇〇」といいます。


左利きの人のことを「〇〇スポー」といいます。
�隔たること。隔て離すこと。
�ある団体や組織が、その主義、主張や活動の宣伝などのため
に発行する新聞、または雑誌のこと。

�委員会の議事を整理し、秩序を保持する人を「〇〇〇〇〇〇」
といいます。

�通年議会制の枚方市議会に
おいて、定例的に開く会議
を「定例月議会」といい、必要に応じて
緊急に開く会議を 「〇〇〇〇〇〇〇〇」
といいます。

�雷を伴う激しい雨のこと。
�学名がHippopotamus amphibiusである「〇〇」

ぐう てい ほ

は、偶蹄目〇〇科の哺乳類で、アフリカの川や湖、
沼などに生息しています。

�４種類の基本的な計算方法（足し算、引き算、掛け
算、割り算）の総称。

�枚方市の外郭団体で、事業用地の先行取得などを行
っている「枚方市土地〇〇〇〇〇〇〇〇」。

�市議会の議決（否決の場合を除く）に対して、市長
が異議のあるときに行使する権利で、地方自治法第
１７６条に定められている「一般的〇〇〇〇〇」。
�大学や工場などを招き寄せること。
�ペルーの伝統的なポテトサラダのことを「○○○・
レジェ―ナ」といいます。

�石油由来の物質で、皮膚の乾燥予防などの効果があ
り、軟膏の基剤としても使われています。

�正義のために起こす企てや行動のこと。
�才能や手腕があってぬきんでている人は、とかく人
から憎まれるということわざ。「出る○○は打たれる」

�「○○」⇔売る（の対義語）

右記の「タテ・ヨコのカギ」を参考にマスを埋
め、Ａ～Ｅを並べて出てくる言葉は何でしょうか？
※１マスにつきカナ１文字が入ります。小さい
「ッ」などは大きい「ツ」などと同じ文字とし
て扱います。

応募方法 市議会ホームページに掲載の応募フ
ォーム（左下コード）または、はがき、電子メ
ール、ファクスに、郵便番号、住所、氏名、年
齢、電話番号、クイズの答え、議会報の感想を
書いて市議会事務局（〒５７３－８６６６住所不要）へ。
５月２５日必着。１人１通。抽せんで１０人にクオ
カード（５００円分）をプレゼント！当選者の発表
は賞品の発送をもって代えさせていただきます。応募はこちら

枚方市議会報は、再生紙（古紙７０％）を使用しています。

令和６年（２０２４年）５月１日 枚 方 市 議 会 報 第３５０号 ＜ ８ ＞
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